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LANITZ-PRENA FOLIEN FACTORY有限会社 , は1975年

に創立されたLANITZ-MODELLBAU(ベルリン)から始ま

りました。LANITZ-MODELLBAU 社はモデル飛行機のキ

ットや部品などの販売を行っていました。 

1970年代末に工場で生産した半完成のモデルを市場に出

し、最初のARF機もこれに続きました。このモデルシリ

ーズの製造で、カバーリングフィルムの弱点がわかりま

した。1984年秋に、模型飛行機製造会社の要求にあった

特別のフィルムを作り、素晴らしいモデルを作ろうとい

うアイデアが生まれました。1985年にフィルムの商標
®ORACOVER  (オラカバ) の製造が始まりました。この

製品の需要が世界中に増え、会社は模型飛行機製造を中
止し、カバーリングフィルム製造に専念することになり
ました。

1992年に製品パレットを拡大することを決め、新しい工

場設置の場所としてライプチッヒを選びました。このた

め元 VEB ISOFOLのPRENA-WERK Leipzig 有限会社を 

LANITZ-MODELLBAUのオラカバ工場として私有化し、

改築しました。

1993年からオラカバは3シフトで製造されています。こ

れと平行してオラカバは新しい技術を取り入れ、すべて

をレベルアップしました。Mr.ラーニッツにより開発され

た製造テクノロジーは世界中に特許を持っています。

1995年 に LANITZ-MODELLBAU Berlinと PRENA-WERK Leipzig有 限 会 社 は 、 LANITZ-PRENA 

FOLIEN FACTORY(ラーニッツ・プレーナ・フォリエン・ファクトリィ) 有限会社の新しい名前で合併

することに決まりました。これで会社の名前と実情が一緒になったのです。
®1998 年にEASYPLOT  (イージップロット)ポリエステルフィルムがチューリッヒの AIR ACADAMY 

ZHUKHOVSKYで、軍事技術的航空にテストされ、許可されました。同じく1998年に FEDERAL 

AVIATION SERVICE OF RUSSIAの民間航空にも許可されました。これにより、一般航空機への最初の

一歩がなされたのです。
®2001年の第二歩は ORATEX  (オラテックス )絹目状カバーリングフィルムで、スイスのZürich-

Winterthur工科大学の軽飛行機のカバーリングのテストに成功しました。この結果、会社のプロジェク
® ® ® 

トを拡大し、オラテックス・シリーズのORATEX UL 600、ORATEX 3000、ORATEX

6000を、一般航空機用に開発しました。ここでは全く新しいイノ

ベーションの道を進み、この製品の特許を世界中にとりました。
モデル飛行機は会社で長い伝統を持っています。単独出資者社長で 
オラカバの特許所有者のジークフリート・ラーニッツ氏は、14歳の
時からモデル飛行機が好きになりました。
今でも製品開発にあたり、モデル飛行機を飛ばす人の立場からみる
ことを忘れません。プライベートに飛行機を飛ばして100%満足した
後、新製品は生産に回されます。彼のモットー：「ベストは私のお
客様にはやっとグッド」 ところで、フィルムをカバーリングするこ
とに関してのご質問には、いつでもお答えいたします。メール、フ
ァックス、お電話で、どうぞご遠慮なく。

LANITZ-PRENA FOLIEN FACTORY GmbH

(ラーニッツ・プレーナ・フォリエン・ファクトリィ有限会社)

会社のストーリー会社のストーリー
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 ®ORACOVER オラカバDRY
オラカバDRYポリエステル高温シールカバーリングフィルム：シリーズ21 

オラカバDRYは模型飛行機の最高のカバーリングフィルムです。このフィルムは素晴らしい特性を持

っています。アイロンでフィットしたり、うまくいかなかった時に剥がしたり出来る2回目のチャン

スがあります。250度までの耐熱性があり、ラッカー上塗りも可能、特に高い接着力があります。作

業法に従えばオラカバDRYはバブルもシワも出来ません。

オラカバDRYは真のポリエステルで出来ているので、破れにくく、模型飛行機に安定性を与えます。

特許のあるオラカバ DRYの多重構造のポリエステルは、色層が事実上に壊れません。これまでのカバ

ーリングフィルムで知られている三次曲面のフィルムのはがれが、オラカバ DRYにはありません。特

別の高温シール接着剤は80度で接着できます。このため、発泡スチロールの模型飛行機のカバーリ

ングにも問題がありません。 

オラカバDRYのロールの長さ:2m、10m、20m、50m、100m、150m、250m。 幅: 60cm

®ORASTICK  オラカバWET
オラカバWETはアイロンやヒートガンで貼れるノリ付きカバーリングフィルム：シリーズ25

オラカバDRYとオラカバWETの特徴が同じなので、問題なく一緒に使うこともできます。二つの製品

の基本的な違いはノリの層です。オラカバDRYには熱に作用する接着剤付きで、オラカバ WETは自動

でつく接着剤付きです。このため作業のテクニックが異なります。後ろにノリが付いているオラカ

バWETのカバーリングフィルムは、オラカバDRYより早く貼れます。オラカバWETは貼るポジションを

決め、角をアイロンでフィットし、その他のカバーリング面をヒートガンで縮ませて貼ります。こ

の際、熱いフィルムを柔らかい布で角のポジションを押さえ、ノリがフィットするようにします。

自動に接着する オラカバWETは、発泡スチロールのカバーリングにぴったりです。クリヤーシリーズ

以外のオラカバWETのカラーは全部、オラカバDRYのカラーで手にはいります。

オラカバWETのロールの長さ: 2m、10m、20m、50m、100m、150m、250m。幅: 60cm
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オラカバDRYスケールはオラカバフィルムの全特性を備えています。
オラカバDRYスケールは下地にどの色を貼っても全カラーを100%カバ
ーします。
全オラカバWETのフィルムと同様に、オラカバWETスケールも自動に貼
れるノリ付きカバーリングフィルムです。

®   ORACOVER カーボン + ケブラー
 
オラカバ・カーボンとケブラーは最高ルックのカバーリングフィルムがお
好きな方に。オラトリムとオラトリムSBのトリミング用フィルムあり。
オラカバDRYカーボン+ケブラー：シリーズ 421
オラカバWETカーボン+ケブラー：シリーズ 425

6

オラカバDRYロイヤルは特に光沢のあるカラーです。オラカバDRYロイ

ヤルはオラカバフィルムの全特性を備えています。
全オラカバWETのフィルムと同様に、 オラカバWETロイヤルも自動に貼

れるノリ付きカバーリングフィルムです。
オラカバ・スケールとオラカバ・ロイヤルのロールの長さ：
2m、10m、20m、50m、100m、150 m、250m。  幅: 60cm

オラカバDRYロイヤル：シリーズ 28    オラカバWETロイヤル：シリーズ 29 オラカバDRYロイヤル：シリーズ 28    オラカバWETロイヤル：シリーズ 29 

オラカバDRYスケール：シリーズ 22　オラカバWETスケール：シリーズ 23 オラカバDRYスケール：シリーズ 22　オラカバWETスケール：シリーズ 23 



オラカバDRYファンとオラカバWETファンは素晴らしい新

製品です。始めての2色のポリエステルフィルムで下地の

ポリエステルの模様が破傷されず、強いシンナーやクレ

ンザー、燃料などに耐えます。オラカバDRYファンはオラ

カバDRYフィルムの全特性を備えていて、オラカバWETフ

ァンの全特性はオラカバWETフィルムと同じです。

オラカバDRYファンとオラカバWETファンのロールの長さ: 

2m、10m、20m、50m、100m、150m、250m。 

幅: 60cm
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オラカバDRYファン1：シリーズ 41 / オラカバWETファン1：シリーズ 45
オラカバDRYファン1と オラカバWETファン1はシンメトリーの水玉模様で、水玉の直径は16 mmです。 

シルバーかブラックの水玉模様があります。

オラカバDRYファン / オラカバWETファンオラカバDRYファン / オラカバWETファン



オラカバDRYファン4：シリーズ 44 / オラカバWETファン4：シリーズ 48オラカバDRYファン4：シリーズ 44 / オラカバWETファン4：シリーズ 48

オラカバDRYファン3：シリーズ 43 / オラカバWETファン3：シリーズ 47オラカバDRYファン3：シリーズ 43 / オラカバWETファン3：シリーズ 47

8

ファン3
ファン3は 25 mm

のチェック模

様です。

ファン4
ファン4は mm 

のチェック模
様です。

12,5 
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オラカバDRYマジック: シリーズ 521  オラカバWETマジック: シリーズ 525

オラカバDRYマジックは最高級のルックのフィルムです。見る角度から色

調が替わり、ひらめく光沢があります。

テクニカルデータ:  

オラカバDRY/オラカバWET：クリヤー、ファン、ロイヤル、スケール、マジック、

カーボン+ケブラー

- 材料: ポリエステル(PET) でカラーとノリ層(熱作用)  - 材料の全厚さ (裏フィルム): 約 45 - 65µm (約

23 µm)  - 重さ: 約 54 - 109g/m² (カラーによる)  - 牽引力 (縦と横): 最低 283N / 50mm  - 伸張率 (縦と横): 

最低 90 %   - 縮み率: 最低 5%、 2軸 (温度 150度)  - 溶点: 250度  - 粘着力(オラカバDRY): 最低 10N / 

25mm  - 粘着力(オラカバWET): 最低 10N / 25mm

® ORACOVER MAGIC

FUN 5 

ファン5  は52 mm
のチェックのサイズ

FUN 6 
ファン6  は104 mm
のチェックのサイズ

® 
ORACOVER クリヤー

オラカバ・
クリヤーカラー
なにも隠さないで、モデ
ル飛行機のカラーがクリ
ヤーなので、空中で最高
に際立ちます。

 ®
ORACOVER FUN 5                                                                          

 ®
ORACOVER FUN 6                                                                       
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テクニカルデータ:  オラライト

- 材料の全厚さ (裏フィルム): 約 22µm (約 12µm)  - 重量: 約 36g/m²  - 牽引力 (縦と横): 最低 150N / 50mm 

- 伸張率(縦と横): 最低 90 %  - 粘着力: 最低 7N / 25mm  - 縮み率: 最低 5%、 2軸 (温度 150度)  - 溶点: 250度

 ® 
ORALIGHT オラライト・クリヤー / クローム / オパーク 

オラライト シリーズ 31 
重さたった 36 g/m² の熱作用のノリ付きタイプの軽いフィルム。 

オラライトは重量軽減に使えます。 オラライトの特性はオラカバ
と同じです。

オラライトのロールの長さ：2m、10m、20m、50m、100m、

150m、250m。幅: 60 cm

®   ORATEX オラテックス
オラテックス：シリーズ 10  /  オラテックスは アイロンで貼る絹目状ポリエステルフィルムで、スケー

ルモデルや、大きいアンチックなモデルに適しています。.

オラテックスの5つの長所:

1. 使い方が簡単：材質が滑らかで、縦と横の縮みが5%だけなので、 

オラテックスは簡単に角や端に曲げて付けられます。シワはドライ
ヤーで熱くして取り除くことができます。

2. ファンタスチックな粘着力：オラテックス は今までのフィルムの

2倍の粘着力があります。

3. フィルムの素晴らしい強靭さと耐性

4. 保護シール：オラテックスの表面は燃料やオイルに耐える塗料が

塗ってあります。
ラッカー塗りも可能ですが、必要ではありません。

5.  8色の素晴らしい色

ロールの長さ：2m、10m、20m、50m、100m、150m、250m。

幅: 60 cm

NEWNEW
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テクニカルデータ:   オラテックス
- 材料の全厚さ: 約 100µm  - 重量: 約 90 -110 g/m² (カラーによる)  - 最高牽引力 (縦と横): 最低 380N / 
50mm  - 最高延長率 (縦と横): 約 25 %  - 延長裂力(縦と横): 最低 6N  -  粘着力: 最低 12N / 25mm  -  縮
み率: 最低 5%、 2軸 (温度 150度)  -  溶点: 250度

®
EASYCOAT  : イージーコート

イージーコート： シリーズ 40 

イージーコートは模型飛行機にアイロンやドライヤーで貼付けられる安いポリエステルフィルムで
す。イージーコートは素晴らしい縮み力を持ち、使い方が非常に簡単です。フィルムは特別なポリ
エステル材料でできていて、スペシャルな粒状のアイロン用接着剤が付いています。イージーコー
トはシンメトリーな縮み方で、アイロンやドライヤーの熱を直接コントロールします。イージーコ

ートはかなり広い温度層で使えます。普通のアイロンかけには80-100度が必要です。この温度内で

イージーコート・フィルムの寸法は安定しています。温度を上げると、高温の高さが縮み方に比例

します。150度の縮み率は縦横で約10%です。溶点は250度です。イージーコートは特に環境にや

さしく、重金属が入っていません。イージーコートには14のカラーがあります。

ロールの長さ: 2m、10m、20m、50m、100m、150m、250m。幅: 62 cm

テクニカルデータ:  イージーコート

- 材料の全厚さ(裏フィルム): 約 32-45µm (約19µm)  - 重量: 約 49 -62 g/m² (カラーによる)  - 牽引力 

(縦と横 ): 最低 219N / 50mm  - 伸張率 (縦と横 ): 最低 90%  - 粘着力 : 最低 7N / 25mm  

-  縮み率: 最低 10%、 2軸 (温度 150度)   -  溶点: 250度



オラカバ・エア： シリーズ 300

軽飛行機用カバーリングフィルムです。重さを軽減したいときに、
このオラカバ・エアが使えます。インドア飛行、パーク飛行、飛行
船などに、オラカバ・エアが最適です。オラ
カバ・エアは高温シール接着剤層なしで供給
されます。

高温シール接着剤を、カバーリングするベー
スにブラシで塗ります。グライダーにもオラ
カバ・エア・インドアとアウトドアが好まれ

ています。ロールの幅: 60cm
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®ORACOVER  AIR ：オラカバ・エア

テクニカルデータ:  ORACOVER® AIR オラカバ・エア

製品 索引力 [N/50mm] 伸張率 [%] 重量 [g/m²] 材料の厚さ[m] Mpa [ml/m²/24h Mpa]

インドア 縦・横: 最小 150 縦・横: 90 約 17       約 12 µm He 4000 / H2 2200

アウトドア 縦・横:最小 283 縦・横:90      約 33      約 23 µm He 2000 / H2 1100

ライト 縦・横:最小 150 縦・横:90      約 18       約 12 µm He 400 / H2 220

メデイアム 縦・横:最小 283 縦・横:90      約 34       約 23 µm He 200 / H2 110

ヘビー 縦・横:最小 283 縦・横:90 約 56 - 70    約 34 - 44 µm He 200 / H2 110

- 接着力: 最低 7 N / 25 mm  - 縮み率：最低 5 % 縦・横 (温度 150度)  - 溶点 250度



オラカバ・エア・インドアとアウトドアは模型飛行機のカバーリングだけでなく、モデルヨットの
初期材料としても好まれています。多様なカラーで個人的なカラーリングが可能になり、特に競艇
の後、自分のボートを見つけることが、かなり楽になりました。

オラカバ・エア・インドアとアウトドアは帆の作り方によって、スピートをあげることができ
ます。オラカバ・エアで帆がカバーリングされた競艇は、たいてい前の方の順位を占めます。

オラカバ・エア・アウトドア

オラカバ・エア・インドア

オラカバ・エアの 使用例

オラカバ・エア・アウトドア
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HAMMER SEEWOLF（ハマー・ゼーヴォ

ルフ）はオラテックスとオラカラーで全ボ
ートがカバーリング、塗装してあります。

キット：Model Aircraft R. Kuhlmann, 

www.faltboot-modell.de



 ®
ORATRIM : オラトリム
オラトリム: シリーズ 27 

オラトリムはノリ付きタイプのトリミング用フィルムで、オラカバ

WETのカラーと特質が同じです。オラトリムには3種類あります。

ロールの長さ: 2m、 幅 9.5cm, ブリスター包装

ロールの長さ: 5m、 幅 9.5cm, ブリスター包装 

ロールの長さ: 25m、 幅: 12cm。 お客様の要望にあった特別な幅も供

給可能です。オラトリムにはオラカバWETの全カラーがあります。

14



オラライン:シリーズ 26 

オララインはトリミング・コントラストの装飾用フィルムで、トリミ
ングの独自性があります。オララインは模型飛行機だけでなく、それ
以外の物にも好まれています。オララインのトリミングは多様で、モ
ーターバイク、自転車、車、ボート、家庭用品にも使えます。

オラカバWETの全カラーが揃っていて、特性も同じです。

オラライン装飾用バンドのロールの幅:1mm、2mm、3mm、4mm、

5mm、6mで、お客様の要望にあった特別な幅も供給可能です。    

長さ: 15m

 ®
ORALINE : オラライン

15
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それぞれの応用範囲に従い、適切な接着剤があります。木材の表面にアイロンがかけられるようにする
ため、液体接着剤を使います。これはバルサにしみこみ、表の繊維とベースをしっかりと接着させます
。これにより、カバーリングの際に繊維が離れ、シワが出来てフィルムが剥がれる原因になることを防
ぎます。はがれた繊維にフィルムのノリ層がついているので、接着剤がブロックされて、再度のアイロ
ンかけでも問題の本当の解決にならず、フィルムは縮みますが、はがれた繊維が ベースに接着剤がフィ
ットすることを妨げます。液剤の接着剤はそれぞれのフィルムの接着剤と同じです。そのため、フィル

2
ムに対応する接着剤を使用してください。接着剤の使用量は乾燥した物に対して約 20g/m です。重要な

点は接着剤がカバーリングの前に完全に乾燥していることです。不完全に蒸発した溶剤の残りが、アイ
ロンで蒸発して泡が出来ることを避けるためです。使い始めた液剤接着剤の缶が少し乾燥し始めたら、
スペシャルシンナーで、再度のはけ塗りが可能になるように希釈してください。 

オラカバDRY高温シール接着剤 + スペシャルシンナー

オラカバDRYフィルム用

オラカバWET接着剤 + スペシャルシンナー

オラカバWETフィルム用

- 接着剤 -
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オラテックス高温シール接着剤 + シンナー
オラテックスの接着をよくする高温シール接着剤。ベースにもよ

りますが、1-2回塗ります。有機的溶剤に弱いベースには向いて

いません。アイロンをかける前によく乾燥させてください。

発泡スチロールをオラカバフィルムでカバーリングするために、
二つのスペシャル接着剤があり、この材料への最高のフィットを
保証します。

オラカバ発泡スチロール/デプロン用接着剤
発泡スチロール/デプロンのモデル機にオラカバ・発泡スチロー
ル接着剤を、カバーリングする箇所に塗ります。塗る前に表面
がなるべく平らであることに注意してください。でこぼこは後
になっても見えます。塗装にはラッカー用筆を使います。
これにより接着剤の水が筆に吸入されず、接着剤も小粒に固ま
って乾燥することがありません。カバーリングの前によく乾燥
させてください。

オラカバEPP接着剤    (Expanded PolyPropylene) 

EPPのモデル機は、カバーリングする箇所をオララバ EPP接着剤

を塗ります。塗る前に表面がなるべく平らであることに注意し
てください。でこぼこは後になっても見えます。カバーリング
の前によく乾燥させてください。

オラカバ・エア接着剤
オラカバ・エア接着剤は飛行船や軟式飛行船ブリンプのカバー
リングに最適です。継ぎ目の部分の両面に接着剤を薄く塗り、

乾燥した後、約70 - 80度でアイロンをかけます。
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® 
TENOPOR : テノポール

テノポールはノリ付きのポリエステル発泡スチ

ロールのシール用テープです(セル・ポリエス

テル)。テノポール・シールテープは緩衝効果

やシール効果を強めるところに使用します。

応用範囲は非常に広く、隙間のある窓やドアな
どの断熱、スピーカーの振動の消音、コンクリ
ートの建物の音や熱の伝導の遮断、模型飛行機

の主翼のシーリングテープ、RCのバッテリー

やレシーバーの蓄電のクッション、パイプ・ク
リップのパイプへの接続をカット、振動伝達の
緩衝などです。 

® 
ORACOLOR : オラカラー

オラカラーは新製品で、オラカバとオラテック
ス製品にカラー的にぴったり合うラッカーシス
テムです。

オラカラーの特徴は2コンポネントのベースラ

ッカーです。スプレー硬化剤でエアブラッシュ
かスプレー用、またはラッカー硬化剤でラッカ
ー筆用に使用できます。ミックスの割合はラッ

カー2に対し、スプレー硬化剤/ラッカー硬化剤

1です。

硬化剤を添加することと同時に、ラッカー

は使用粘性に調整します。(スプレーまたは

塗装可能)。オラカラーには、オラカバとオ

ラテックスと同じカラーがあります。

オラカラーが完全に乾燥すると、燃料に
も強く、アイロンもかけられます。

有機的な溶剤に弱いベースには適していま
せん。

容量: 100 ml 
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付属品
オラカラーの使用には特別の硬化剤があります。この硬化剤は使用粘性を同時に調整します。ラッ

カー2に対して硬化剤1を添加します。オラカラーはスプレーピストルかエアブラッシュに調節し、

または普通のラッカー筆で塗ります。平らでないベースのラッカー塗りの準備に、ホワイトのオラ
カラー・パッキングがあります。

オラカラー・ラッカー硬化剤 50ml  -  注文 No. 100-998       
オラカラーを2-Kラッカーとして、筆で使う場合、このオラカラー・
ラッカー硬化剤をベースに使います。ミックスの割合：ラッカー2に
対して硬化剤1

オラカラー・スプレー硬化剤 50ml  -  注文 No. 100-997
オラカラーを2-Kラッカーとしてスプレー/エアブラッシする場合、オ
ラカバ・スプレー硬化剤を使います。ミックスの割合：ラッカー2に
対して硬化剤1

オラカラー・パッキング 100ml  -  注文 No. 100-999
1コンポネントで処理する平らでないベースのラッカー前処理。有機
的溶剤に弱いベースには適していません。

オラカラー・スペシャルシンナー 250ml  -  注文 No. 100-996
このスペシャルシンナーはオラカラーのラッカーの応用に最適です。
筆、スプレーピストル、エアブラッシュなどの工具のクリーニングに
適しています。有機的な溶剤に弱いベースには適していません。

オラカラー・つや消し50ml  -  注文 No. 100-995
ラッカーの後、表面の光沢をいぶしたいとき、オラカラー・ラッカー
システムのつや消しを添加してください。つや消しの度合いは添加量
で調整できます。 注意: つや消しを入れると、色調も変化します。
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®ORACOLOR
塗装の準備: ミックスの割合 : 2 : 1

スプレー用硬化剤: 注文 No. 100-997, スプレーの粘性: 16-25s、DIN 4の

フローカップ、ブラッシング用硬化剤: 注文No. 100-998、スプレーの粘

性: 30 - 60s、DIN 4のフローカップ、使用時間:30 - 60分
(周囲の条件と応用法による)
使用温度: 5-35度 (湿度約 70%-80%)、希釈:ブラッシング 3-10%、スプ

レーに30%、スプレーシステムと使用するノズルに依存。

スプレー/エアブラッシュ:

吸収カップかエアピストルで (例： Evolution, Sata …).

スプレーの圧力: 2.0 - 3.0 バー(粘性とカラーに依存).
スプレー: ベースとカラーと希釈に依存
スプレーノズル: 0.2 -1.6mm、間隔は約 20 - 60cm、角度 40 - 60度

回数: 2-3 (ベースとカラーと粘性に依存)

ラッー塗装: ラッカー筆で

回数: 2-3 (ベースとカラーと粘性に依存)

乾燥:

換気時間: 10-20分 (対象物と周囲の温度 21度)

粘着しない: 3 時間後。スプレー可能: 16 時間後(カラーの色調と光沢レベ

ルに依存) サンディング可能: 24 時間後

使用量:
2

ベースと粘性と希望するカラーの色調に依存：約 120 - 130ml/m

保管:

蓋をして約1年。涼しく乾燥した場所に保管 

道具のクリーニング: 
使用の後直ぐにオラカラー・シンナーでクリーニング。
安全指示: 

- スプレーを吸い込まず、適当な保護用具を用いる (手袋、マスクなど) 
- 目と皮膚のコンタクトを避ける - 飲み込んだときは、医者にすぐ行く
- よく換気して屋内だけで使用

一般アドバイス:
上塗りの結果がベストであるには、一方ではラッカーを塗る対象物がそ
れ相応に前処理され、他方、ベースへの流れ方や接着などのフィルムの
特質がラッカーに調整されていることです。これにはラッカーを1滴カ
バーリングするベースにたらしてテストします。ラッカーがよく流れ、
層(広がり)ができて、凝縮せず、バブルができなければOKです。そうで
な い 場 合 、 そ れ 相 応 の 前 処 理 を し な け れ ば な り ま せ ん 。
(サンディング、脱脂、クリーニングなど)

厚く塗りすぎたラッカー層、または間違った(薄すぎるか厚すぎる)材質
構造、またはスプレー間隔が近すぎるとき、ラッカーの流れが悪いです
(流失、バブルなど)。一般的にベースはきれいで乾燥脱脂して、安定し
てなくてはなりません。でこぼこのベースはオラカラー・パッキング 
(注文No. 100-999)で平らにしてください。

イージープロット型抜きフィルム
を塗装の最後に直ちに剥がす。

イージップロット型抜きフィルムを 
フェルトブレード (注文No. 0915)
で,バブルが出来ないようにこする。

ラッカー塗装/スプレーの前にオラ
カラー・シンナーでクリーニング

オラカバは「000」のスチー
ルウールで粗くする。

スプレー

何回かのコーティング場合、15分間隔をおいてください。オラテックス絹目状カバーリングフィルム
のスプレーは、数回行ってください。
ラッカーの最高の結果は材料の粘性に調整(希釈)したスプレーのノズルと、調整したスプレーの圧力に
よります。テストのベースにスプレーテストをすることをお薦めします。 

ラッカー塗装

数回のコーティングの場合、約60分間隔をおいてください。ここでもテスト塗装をしてください。最

初のラッカーは薄く塗らなければなりません。 (10%の希釈).  バルサへのコーティングは、最初の塗装
のあと、平らでない木繊維をすこしサンディングすることをお薦めします。 
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オラカバDRY・オラカバWET・オラライト・オラテックス

重量表



証明書
オラカバとイージープロットは世界中に特許があるだけでなく、常にTÜV製品サービスの厳しい検

査を受けています。 TÜV製品サービスの検査の証明書を受け取った後、会社の製品の証明された材

質は年々繰り返して検査され、証明されます。お客様にとって製品の品質安全性は最高のレベルに
あります。

22

Free of PVC

CAN BE
IRONED ON AND OFF



ディスプレー: オラカバ・フィニシングセンター
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オラカバとオラカバ製品を最高に展示するために、二つのオラカ
バ・フィニシングセンターを開発しました。
タイプ 1 は10m、20m、50mのロール用：このオラカバ・フィニシ
ングセンターには最高50本のロールが入れられます。カッティン
グ装置の使い方は簡単で、PTB(ドイツ連邦物理技術研究所)で検査
された数量カウンターも付いています。
タイプ 2 (セルフサービス用)：このオラカバ・フィニシングセンタ

ーには52の仕切りがあり、それぞれ12本の
2mロールが入ります。
二つのタイプのディスプレーは場所をとりま
せん。70cm (幅) : 45cm (奥行き) : 200cm (高さ) 
で、オラカバ・フィニシングセンターはオラ
カバ・カバーリングフィルムの展示に最適。
オラカバの製品パレットが増えているので、
ディスプレーも増えています。
オラトリムとオラライン・プログラムを最高
に展示するために、2つの特別ディスプレーが
あります。これはオラカバ・フィニシングセ
ンターの脇に、モジュールとして付けられま
す。モジュールIでは49パック、モジュールIIで
は98パックのオラトリムとオララインが入れ
られます。モジュールIは後でモジュールIIに拡
大できます。

オラカバ・フィニシングセンター、タイプ1、カッティング装置付き： 注文No. 0901
オラカバ・フィニシングセンター、タイプ1、カッティング装置なし： 注文No. 0902
カティング装置： 注文No. 0903
カティング装置のスペア刃 (2 個)： 注文No. 0904
カティング装置の数量カウンター： 注文No. 0905
オラカバ・フィニッシング・センター、タイプ2、 2mロール ： 注文No. 0911
オラカバ・モジュール I： 注文No. 0907
カバ・モジュール II： 注文No. 0908
オラカバ・モジュール I + II： 注文No. 0909

オラカラー
カウンター・ディスプレー、缶製品展示に最適 
カウンター・ディスプレー、3段  注文No. 0995
カウンター・ディスプレー、4段  注文No. 0996
カウンター・ディスプレー、5段  注文No. 0997

直径: 40cm, 製品の最高高さ： 3段：43cm、
4 段： 53cm、5 段： 66cm

1段のキャパシティ:

オラカラー缶20個、またはシンナー 缶36個、または接着剤

缶36個、または硬化剤/接着剤のボトル 65本 

棚段はオラカバー・フィニシング・モジュールのタイプ1と

2に入れる事が出来ます。棚段のキャパシティ (寸法: 24 cm x 

75 cm): オラカラー缶30個か、シンナー缶 52 個または硬化剤

/接着剤のボトル85 本

オラカラー・フィニッシング・モジュール I  (7段): 注文No. 0991

オラカラー・フィニッシング・モジュール II (7 段): 注文No. 0992

オラカラー・フィニッシング・モジュール I+II (14段): 注文No. 0993

オラカラー棚段 (個別):              注文No. 0994

オラカラー・フィニシング・モジュールは、場所をとらずオ
ラカラーと接着剤製品の展示に最適です。モジュールはオラ
カバ・フィニシングセンターの脇に簡単に付けられます。

全オラカラー・フィニシング・モジュールは棚段と掛け具が一緒に供給され、オララインとオラトリムもフ
ィニシング・モジュールに付けることができます。
全オラカラー・フィニシング・モジュールは棚段と掛け具が一緒に供給され、オララインとオラトリムもフ
ィニシング・モジュールに付けることができます。



 ®
EASYPLOT イージープロット:

®EASYGLOW ・イージーグルー・光るフィルム  

イージーグルーはプロッター用と広範囲に応用できるノリ付きの

光るフィルムです。1000ルクスで5分間充電すれば、イージーグ

ルーは DIN 67 510を満たします。最初の輝度396.5mcd/m²の後、

輝度は10分後に42mcd/m²、30分後に12.4mcd/m²を保ちます。高

い輝度によりイージーグルーは安全性が重要なパートに最適に応
用できます。イージーグルーは避難経路の提示、非常口看板、安
全性表示、警告指示などに理想的です。
これにより、突然の停電に暗闇にいないように、イージーグルー
で未然に防止すべきです。イージーグルーには放射線的なまたは
リンを含む添加剤はありません。その他の全製品と同様に、イー
ジーグルーは真のポリエステルフィルムで製造されました。ノリ

なしの製品の厚さはたった 62ミクロンです。

トータルの重さ: 147 g/m².

イージープロット・マジック
イージープロット・マジックは最高に効果のある製品で、見る
角度が変わると色調がかわり、キラキラと輝きます。
イージープロット・マジックのシリーズには次のカラーがあり
ます。

ファンタジー・バイオレット
レッド・ゴールド
シァン・バイオレット

                                              注文No.: 0910

イージープロット · ディスプレー   

可動のイージープロット · ディスプレー  

に、最高 60cm 幅のイージープロット · ロ

ールを42本のおくことができます。コン

パクトなでディスプレーの床面積：57cm 

x 101cm, 174 cm (高さ). 
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イージープロット・ポリエステル・カバーリングフィルムは今までの

PVCフィルムに替わる製品です。イージープロット · ポリエステル・

カバーリングフィルムは世界中に特許をもつ製品で、優秀な特質をも

っています。

イージープロットは光沢があり、素晴らしい外観で目立ちます。サイ

ズが安定し、 PVCフィルムより薄い(たった23ミクロンの)フィルム

で、非常に耐熱性があり、燃料にも耐性があり、絵も描けて、マジッ

クペンでもマーキングでき、新しいラッカーシステムにも問題なく上

塗りできます。食品的、重金属なし、軟化剤なし、PVCなしで、屋

外広告の高い耐久性と、屋内広告で限りなく長持ちすることが、この

イージープロット・ポリエステル · カバーリングフィルムの特徴

です。

新製品や新シリーズの開発の段階で、ラボの研究開発からの応用

技術、テスト製品の実践テストで、日常の厳しい条件にも対抗できな

ければなりません。実践的な応用技術により、お客様の特殊な質問や

ご希望にも、ベストの問題解決を提供します。

イージープロットの全シリーズ

イージープロット

ファン

カーボン

ケブラー

マジック

FUN 4

FUN 1 
&

 CARBON / KEVLAR

Free of PVC



®EASYPLOT ：イージープロット
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プロッター
CAMM-1 SERVO GX-24：カム-１サーボGX-24　 注文 No. 0928

これはUSBとシリアル・インターフェースの高性能のプロッターで、次のような特徴があります：低い音、簡

単な操作、多様な利用の可能性。主な新しい特徴はデジタル操作のサーボ・モーターで、ハイスピードとより
よい稼働が保証されます。新しい光センサーと、パワーフルなローランド・カットスタジオの簡単に使えるデ
ザイン・ソフトウェアが、グラフィックを精確にカットします。添付のカット・スタジオ・プラグインで、市
販の他のプログラムで作成されたオブジェクトもカットできます。裁断線をしるす機能により、オブジェクト
をセパレートにプリントし、このプロッターが輪郭をきちんとカットできるようにします。

供給範囲: プロッター、リード、ドライバー、プロッター・ソフトウ
ェア、マニュアル、カッターナイフ のホールダー、カッターナイフ、
プリンター・ケーブル、1m の 3 色のイージープロット・フィルム見
本、トランスファーペーパー、フェルトローラー、プロのカッターメ
スと代用刃、イージープロット・カラーチャート、プロッター関係の
質問への電話サービス

技術データ:
モター: デジタル・サーボ・モーター
寸法:  855 (幅) x 315 (奥行き) x 240mm (高さ)
重量:  16 kg
カットの最高幅: 584mm
カットの最高の長さ:  25m
フィルムの幅:  50 - 700mm

スピード:  500mm /秒
プリント:  30 - 250gf / 10gステップ
メモリー:  800 KB
ポート: USBとセリアル
電力: 電源、 AC 100-240V, 50/60Hz, 1,7A
騒音:  70dB (A) ISO 7779による
コンピュータ・システム: Windows 98 SE / ME / 2000 / XP
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STIKA SV-8：スティカSV-8 (元 SX-8)　　  注文 No. 0945
スティカSV-8プロッターは一番コンパクトなプロターです。文字やロゴを最高
160mmの高さで最高1000mmまでカットできます。
スティカSV-8のセットに含まれる付属品: 
プロッター、リード、MacとWindows用スティカ・ドライバー,CutStudio 
Designのソフト、USBケーブル、カッターナイフのホールダー、カッターナイ
フ、1mの5色のイージープロット・フィルム見本、トランスファーペーパー、
フェルトローラー、カッターメス、イージップロット・カラーチャート、マニ
ュアル、更にプロッターに関する質問への電話サービス。 
スティカSV-8 は簡単な操作です。コンピュータにUSBインターフェースでプリ
ンターに接続されます。一緒に供給された性能の高い CutStudioソフトで64
(縦8タイル+横8タイル)の大きなタイルへの標示も出来ます。CutStudioソフト
は、プロッターでカットする前に輪郭を普通のプリンターでペーパー・プリン
トしてコントロールすることができます(プルーフ)。スティカ・ナビ・オンス
クリーンのオペレーション・パネルは、カットの対象物のポジションを精確に
決めて、高級な製品を保証します。

STIKA SV-12 ：スティカSV-12 (元 SX-12)               注文 No. 0946
スティカSV-12プロッターは、大きな文字やグラフィックに適しています。文
字やグラフィックが最高 250mmで最高1000mmの長さまでカットでき、クリエ
イティブな方に多くの可能性を提供します。
スティカSV-12のセットに含まれる付属品: 
プロッター、リード、CutStudio Designのソフト、 MacとWindows用スティカ
・ドライバー、1mの3色のイージープロット・フィルム見本、トランスファー
ペーパー、フェルトローラー、カッターメスと代刃、イージープロット・カラ
ーチャート、マニュアル、更にプロッターに関する質問への電話サービス。 
スティカSV-12は簡単な操作です。コンピュータにUSBインターフェースでプ
リンターに接続されます。一緒に供給された性能の高い CutStudioソフトで
64(縦8タイル+横8タイル)の大きなタイルへの標示も出来ます。CutStudioソフ
トは、プロッターでカットする前に輪郭を普通のプリンターでペーパー・プリ
ントしてコントロールすることができます(プルーフ)。スティカ・ナビ・オン
スクリーンのオペレーション・パネルは、カットの対象物のポジションを精確
に決めて、高級な製品を保証します。

STIKA SV-15：スティカ SV-15 (元 SX-15) 　 注文 No. 0947
スティカSV-15 は文字やグラフィックを大きくしたり小さくしたり、選んでカ
ット出来る素晴らしいプロッターです。調節できるローラーでフィルムの幅
280mm から 300mmまで同じく360mm から380mmまで使えます。これにより
材料が節約できます。文字やグラフィックを最高の高さ 340 mm、長さは
1000mmまでカットできるSV-15はスティカ・プロッターの最高級です。
スティカSV-15のセットに含まれる付属品:
プロッター、リード、MacとWindows用スティカ・ドライバー、CutStudio 
Designのソフト、USB接続ケーブル、 1mの3色のイージープロット・トランス
ファーペーパー、フェルトローラー、カッターメス、代用刃、イージープロッ
ト・カラーチャート、マニュアル、更にプロッターに関する質問への電話サー
ビス。スティカSV-15 は簡単な操作です。コンピュータにUSBインターフェー
スでプリンターに接続されます。一緒に供給された性能の高い CutStudioソフト
で64(縦8タイル+横8タイル)の大きなタイルへの標示も出来ます。CutStudioソ
フトは、プロッターでカットする前に輪郭を普通のプリンターでペーパー・プ
リントしてコントロールすることができます(プルーフ)。スティカ・ナビ・オ
ンスクリーンのオペレーション・パネルは、カットの対象物のポジションを精
確に決めて、高級な製品を保証します。

技術データ: 
最高カット面積*:  
適当なフィルム幅:  

速度:  
操作: 
ポート:  
騒音:  
コンピュータ・システム: 

SV-8
幅160mm、長さ1000 mm 
195mm - 215mm

12 - 40mm/秒
操作パネル
USB
60dB(A)  ISO 7779による
Windows 98 / ME / NT / 2000 / XP

SV-12
幅250mm、長さ1000 mm 
280mm - 305mm

12 - 40mm/秒
操作パネル
USB
60dB(A)  ISO 7779による
Windows 98 / ME / NT / 2000 / XP

SV-15
幅340mm、長さ1000 mm 
360mm - 380mm
280mm - 305mm
12 - 100mm/秒
操作パネル
USB
60dB(A)  ISO 7779による
Windows 98 / ME / NT / 2000 / XP

* 材料の長さが500mm以上の場合、使用した材料によってはフィルムがずれることああります。
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オラカバDRYのカバーリングの仕方
世界特許のカバーリングフィルム

オラカバDRYは模型飛行機などにアイロンで貼るフィルムで、世界中の特許を持っています。 

使い方が簡単で、バブルもシワも出ず、ラッカーも塗れます。

多重構造のポリエステルのため、三次曲面に必要な高温にも耐え、またカバーリングフィル

ムを剥がしても、色相を壊さないで、広い面でももう一度貼れます。 

オラカバDRYのカラーは直射日光に耐性があり、多くのカラーが揃っていて、模型飛行機に魅

力的でリアルなフィニッシュを与えます。 

図3A アイロンの温度テスト、約90度

図1 作業に必要な道具

図2  表面をスムーズにサンディング

図3C アイロンの温度テスト、約150度

1.  作業に必要な道具 (図1)

r オラカバ・カバーリング・アイロン  
r はさみ/ 裁断桁 /定規
r オラカラー・パッキング (注文No. 100-999)
r オラカバ・フェルトローラー (注文No. 0915)
r 綿布(ウェス) / キッチンロール
r ヒートガンまたはドライヤー 
r カッターメス (注文No. 0914) またはカッターナイフ (注文No. 0916)
r オラカバDRY高温シール接着剤 (注文No. 0960)
r オラカバDRYスペシャルシンナー (注文No. 0980)

2.  表面処理 (図2)

模型飛行機のバルサ表面を完全にサンディングし、生地を完成させます。

へこみ等には木工パテを使いながらオラカラー・パッキングでなめらかに

仕上げます。最後にきめの細かいサンディング・ペーパーを使い、サンデ

イング・ブロックで仕上げてください。次にカバーリング面全体のホコリ

を、クリーナーできれいに取り除いてください。模型飛行機は全くホコリ

なしでなければなりません。バルサの下地に被覆が可能な場合、下地処理

の必要はありません。バルサの下地にフィルム被覆が不可能な場合、下地

にフィルムがつけられるように、まず オラカバDRY高温シール接着剤(注

文No.0960)を塗ることをお薦めします。バルサにフィルムがつけられるか

どうかをテストするのに、自動粘着のテープを下地に貼ってください。テ

ープが簡単にはがれ、テープに細かい木くずが残っている場合、下地にカ

バーリングフィルムが長く保たれるように、下地処理が必要です。

3.  アイロンの温度設定

正しいアイロンの温度設定がカバーリングのポイントです。アイロンにサ

ーモスタートがついていない場合、アイロンの温度を温度計で計るか、次

の方法で温度をチェックして確認してください。

A 低温  (90 °C) : 接着面(半光沢)がバルサにつき始める。 (図3A)
B 中温  (130 °C) : 低温と高温調節の中間
C 高温 (150 °C) : オラカバDRYの切れ端をアイロンの上(接着面を上、

図3Cを参照)に置くと、シワが生じてシュリンクする。
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D 発泡スチロール・テスト：アイロンを90度に調整する一番簡単で信頼

できる方法は、暖めたアイロンの上で発泡スチロールの切れ端でテス

トする。90-95度でアイロンが発泡スチロールが触れると、「キュー」

と音がしても、まだ溶けない。発泡スチロールの種類によって、溶点

は95度から105度。

注：特に難しい翼端の三次曲面においては、温度を目いっぱい150度から

200度にあげる必要があります。オラカバDRYは180度でシュリンクし、

約250度で溶け始めます。

4.  オープンな主翼リブ面の作業方法  (図4、図5、図7)

主翼の下面用にオラカバDRYを約2cm広く(図5a)、翼端は15cm広く切り

出して準備します。オラカバDRYでは裏のシリコンペーパー、オラカバ

DRYクリアーとオラライトでは透明な保護フィルムを剥がしてください。

裏紙が簡単に剥がせるように、細く切ったテープをエッジの両面につけ

て、長さの半分がツマミしろとして外に出るようにします。この2枚のテ

ープを両側に開くと、カバーリングフィルムと裏紙、あるいは保護フィル

ムが簡単に剥がれます(図5b)。剥がすときに、フィルムの上部が平らな面

(机)の上にあるように気をつけてください(図4)。折り目がカバーリング

フィルムではなく、裏紙にできるように、常にフィルムから裏紙を剥が

し、絶対に裏紙からフィルムを剥がさないでください(図5c)。オラカバ

DRYの接着側(半光沢)を主翼下面(図4)にできるだけ平らにおいて、正し

いポジションに気をつけてください。アイロンを低温(90度)にセットして

ください。
アイロンの先端を使ってカバーリングフィルムをリブとスパーにタックし

ます(図6)。上面がスムースにカバーリングできるように、オラカバ

DRYを前縁の方向に慎重に引っぱってください。スパーの方向に上から少

しプレスしてアイロンをかけてください。

次に(図7)、オラカバDRYをスパーと翼端の三次曲面の間にタックしま

す。アイロンとスパーを平行に保ってください。カバーリングフィルムの

すでにタックしてある部分をアイロンの全面でプレスし、翼端の方向に後

縁から前縁の方向に動かします。注：オラカバDRYは前縁にまだシールし

ないで、のせておくだけにします。

このやり方で翼の後方の3分の2をタックしてください。アイロンをスパー

に平行して、まだシールしてない前縁方向に動かすように気をつけてくだ

さい(図7)。タックがうまくいくには、2つのリブを同時にタックすること

です。注：オラカバDRYを前縁の端にまだシールしません！

5.  オープンでない表面のカバーリング(リブ構造) (図 9a, 9b)

前のオープンな主翼リブ面のカバーリングの手順を繰り返してください。

例外は、図6と図13に示してあるように、低温(90度)にして、中央からア

イロンをかけ始めてください。全表面を低温でアイロンをかけ、次に8に

書いてあるように、中温(130度)でアイロンかけを繰り返します。アイロ

ンを表面に平らに保ち、フィルムを表面全体にタックさせてください。最

後のシュリンクは、ヒートガンで行うこともできます(9を参照)。熱いカ

バーリングフィルムは、柔らかい布(またはキッチンロール)、またはオラ

カバ・フェルトローラー(注文No. 0915)でしっかりと押し付けるといいで

しょう。(図9a, 図9b)
図8

図7

図6

図4  か翼,下面 ら行う

引く

アイロンをかける

アイロンかけの方向

引く



図9a  ロンをかける
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5a.  オープンでない表面のカバーリング(硬化発泡スチロール構造)

硬化発泡スチロールの製造には熱いスチームが関係するので、かなりの湿

度が残っています。(コストの関係で、発泡スチロールの核心から湿気が

抜かれていません。）発泡スチロールは室内温度で「マイクロ気候」を造

り、長く倉庫にいれておいても湿度が減りません。

カバーリングの時に熱が当てられると、このバランスが崩れて湿度が出て

フィルムに分散するので、圧力がかかってシワの原因になります。ここで

フィルムがついている木繊維が局部的に剥がれ、「残りシワ」ができて、

木の粒子がフィルムの接着剤を遮断し、本来のアイロンかけが不可能にな

ります。この問題を解決するのにオラカバDRY高温シール接着剤（注文

No. 0960)を蒸気遮断として塗って、一晩乾かすことをお薦めします。本

当に薄く塗って、接着剤の溶剤が発泡スチロールをいためないようにしま

す。この蒸気遮断が完全に乾いてから、カバーリングを始めてください。

アイロンを低温(90度)にして、図6と図13に示してあるように中心からア

イロンをかけ始めてください。全表面を低温でアイロンをかけ、次に8に

書いてあるように、中温(120度-130度)でアイロンかけを繰り返してくだ

さい。アイロンを表面に平滑に保ち、フィルム全体が表面に接着されるよ

うに行ってください。最後のシュリンクは、ヒートガンで行うこともでき

ます(9を参照)。熱いカバーリングフィルムは、柔らかい布(またはキッチ

ンロール)、またはオラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)でしっか

りと押し付けるといいでしょう。フィルムをあまり熱くすると、発泡スチ

ロールが損傷するかもしれません(図9a、9b)。

6.   翼先端のカバーリング  (図  11a,  図  b,  図  c,  図  d)

難しい翼端の三次曲面のカバーリングには、アイロンを高温(150度-

200度)にしてください。アイロンをかけながら、翼端の回りのオラカバ

DRYを強く引っ張って広げながらタックしていきます(図8)。フィルムが

冷める間、ピンと張っているので、接着剤がきちんとタックするまで、し

っかり押さえなければなりません。この時点で、三次曲面以外の全部のシ

ワを除去しようとしないでください。翼端に大きなシワが出来た場合、オ

ラカバDRYをもう一度熱くして浮かせ、シワをとってからやり直してくだ

さい。これはヒートガンを併用すると効果的です。

オラカバDRYは何度でもアイロンかけができて、材料を破傷せずにまた熱

くして剥がすこともできます。

図11a-d  翼端のカバーリング

図10a  オーバーラップを切る

図10b  アイロンかけの仕上げ

図9b  最後のシュリンク

図9/9a   翼端に向かってだんだんアイ



図13

図14

図15
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7.  周囲のシール  (図10a, 図10b)

主翼と翼端の下面のカバーリングを高温でアイロンかけをした後、周囲の

余分なオラカバDRYを0.5cm広く切って、前縁と後縁の先端にアイロンを

かけてください(図10a、図10b)。注：この時点で、オラカバDRYをリブ

の部分でシュリンクさせないようにしてください。

8.  翼の上面  

翼の上面のカバーリングは、下面のカバーリングと同じ手順で行なってく

ださい。例外は翼端の周囲に下面よりもっと広くフィルムを残しておくこ

とです。
注：アイロンをまた低温(90度)にすることを忘れないでください。

9.  主翼のカバーリングの仕上げ  (図13, 図14)

主翼の上面と下面が完全にアイロンによる低温シールが終われば、次はカ

バーリングフィルムを表面全体で均一にシュリンクさせます。アイロンを

高温(150度)にし、4と同じ手順で行なってください。バルサによく接着す

るように、接着剤を高温に再加熱させます(図13, 図14)。経験から1回のシ

ュリンクでは、所々よくアイロンがかかっていません。そのため2回する

ことをお薦めします。アイロンのかわりに、ヒートガンを用いる場合、フ

ィルムが熱い状態で正しく下地にプレスされていて、接着剤が下地にしっ

かりついていることを確かめてください。柔らかい布（キッチンロール）

またはオラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)で、プレスしてくださ

い(図 9b,14,15)。表面の密着が十分でないと、シワができます。

10.  胴体のカバーリング  (図16)

オラカバDRYをカバーリングした表面から約1cm大きく切り出してくださ

い(図16)。オラカバDRYを表面にのせてください。低温(90度)で中心から

胴体の全長をタックしていきます。平らにのせたアイロンを少しプレスし

て中央から外に、4と5に書いてあるようにタックしていってください(図

16)。余分なフィルムを0.5cm大きく切り出してください。アイロンを高温

(150度)にして先端をしっかりタックしてください。8のように胴体全体に

アイロンをかけて、シワをのぞいてください。

図12b それから折り返してアイロ
ンをかける

図16 

最初に下面、次に側面、最後に上面をカバーリング

図12a 
内側の角をまず45度で切る

図16
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11.  アドバイス

キャンバ・プロファイル (S型溝のプロファイル)
翼の凹面の下面プロファイルをオラカバDRYでカバーリングする時には、アイロンの温度を90度にし、シュ

リンクしないように慎重に、バルサにプレスしてください。それからバルサの部分を全部カバーするボー

ル紙の型を切り出します。これはタックした部分の接着剤が熱くなって、リブの形やプロファイルを歪め

させないためです。ボール紙の型でバルサをカバーし、リブの間の部分をヒートガンでシュリンクさせて

ください。

ファンの穴 (圧力調整)
板張り有/無のリブの部分と水平尾翼と垂直尾翼のカバーリングでは、熱による圧力調整のための空気抜き

穴がなくてはなりません。これがない場合、リブとウェブに1-2mmの穴を開けて、タックの際、圧力が強す

ぎでシュリンクできず、フィルムがふくらんで冷めるときにシワにならないように、熱い空気が抜けるよ

うにしてください。

エンジンルーム防火壁
エンジンルームの回りをアイロンでしっかりタックし、カバーリングフィルムの下にオイルが入らないよ

うにしてください。エンジンルームの内全体をオラカラー2-Kラッカーで仕上げ、オラカバDRYの表面の保

護塗装もオーバーラップしてください。

® ®  STYROPOR (発泡スチロール) DEPRON (デプロン)
低温(90度)でオラカバDRYを発泡スチロールに直接貼ることができます。材料の感触をつかむため、 発泡ス

チロール片でテストをしてから作業してください。オラカバDRYの替わりにオラカバWETでも 発泡スチロー

ルとデプロンを下地に使って、直接貼ることができます。仕上げの場合、アイロンの温度が95度以上では

いけません。下地が破傷します。接着をよくするために、オラカバ発泡スチロール接着剤(注文NO. 0981)を

使用します。

EPP  (Expanded PolyPropylene)
膨張ポリプロピレン。ざらざらした表面や、平らでない表面にオラカバEPP接着剤(注文No. 0982)を薄く塗

ります。次の日にオラカバDRYやオラカバWETを張ります。下地に少しタックが残っているので、フィルム

をなるべく平らに張ることが大切です。アイロンかけとシュリンクの時、下地への温度が160度を超え

ると、下地が温度で永久に破傷します。

塗装
オラカバDRYには簡単に塗装できます。オラカラー・ラッカーシステムを使用すると一番よい結果になりま

す。オラカラーにはオラカバの全色があります。オラカラーは2コンポネントのラッカーなので、燃料とア

イロンに強く、ラッカーの層を破傷せずにアイロンをかけることができます。スチールウール(000-タイ

プ)で表面の光沢を鈍らせれば、塗料がしっかりと接着します。オラテックス・オラカバー・スペシャルシ

ンナー(注文No.0980)できれいに拭いてください。

後始末
アイロンに残ったりカバーリングに付着したりした色素や接着剤は、アイロンが熱いうちに布等で拭き取

り、除去できます。カバーリングフィルムに残ったものは、オラカバDRYスペシャルシンナー(注文No. 

0980)、またはオラテックス・スペシャルシンナー(注文No. 0969- 0972)で取り除くことができます。この

スペシャルシンナーは、アイロンが冷たく、電源につないでないときにだけ使ってください。スペシャル

シンナーがついているアイロンも使わないでください。スペシャルシンナーは換気の良いところで使って

ください。爆発性ガスが出る可能性があるからです。

デカール
デカール使用は、それぞれのメーカーの説明に従ってください。

トリミング、デザイン、マーキングなど
オラカバDRYスペシャル接着剤はフィルムの上にアイロンをかけると泡が発生しません。トリムやマーキン

グとしてオラカバDRYを重ね貼りする場合、気泡が入り込む可能性もあり、テクニックを要します。オラカ

バDRYは低温ではお互いによく接着します。色がよくカバーされるように、なるべく薄い色の上に濃い色を

貼ってください。小さなデザインは端を上げ、すでにアイロンがかけてある端から下地に泡ができないよ

うにタックします。大きなデザイン(例えば太陽光線)は、まず位置決めマーキングして、細い側にアイロ

ンをかけた後、広い側にアイロンをかけていきます。トリムはオラカバDRYを細い片に切って作ることがで

きます。
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胴体のマス目構造か翼のオープンなリブ構造に、何色かの飾りをつける場

合、一つ一つの飾りを机の上で、オラカバDRYのシリコンペーパーにカバーリ

ングフィルムとして約80度でアイロンをかけます。約 1.5cmオーバーラップし

て、常に濃い色が薄い色の上に張られるようにします。反対にすると、濃い

色の縁が浮き出ます。
仕上げのアイロンで、正確なポジションに気をつけてください。更に、継ぎ

目の部分の再度のアイロンかけで、接着剤がとれて、継ぎ目が縮まないよう

に、あまり熱くしてはいけません。ヒートガンを使う場合、継ぎ目にボール

紙の型をあて、熱くなりすぎないようにしてください。

継ぎ当てと修理
継ぎ当てした所がきちんとタックしているように、エンジンオイルや排気の残りを完全に取り除いてく

ださい。小さな裂け目には、継ぎ当てする面より0.8-2cm大きく切り出します。継ぎ当ての部分が少なく

とも0.5cmオーバーラップするようにアイロンをかけてください。

ヒートガン
ヒートガンを使うとオラカバDRYは表面がシュリンクしてよくカバーリングできるように見えますが、バ

ルサの表面にはよく接着されません。最終的なタックにヒートガンを使用するとき、きちんとした接着

が出来るように、4、5、10、10a に注意してください。オープンなリブにオラカバDRYをカバーリングす

るとき、8に注意してください。板張りの面をカバーリングする場合、オラカバDRYを熱くして、オラカ

バDRYフェルトローラー(注文No. 0915)か柔らかい布(キッチンロールか綿毛)で素早くこすります。
これにより接着剤がバルサに染み込み、うまく接着します。この手順を少しのパートずつ進めてくださ

い。時間をかければ効果があがります。

スケールとクロームカラー
スケールとクロームカラーでは、フィルムの内側に、ナノミクロンのアルミ層が高圧で蒸着してありま

す。そのためフィルムは100%カバーします。

フィルムの遮蔽効果(ファラデーの法則)に対抗するために、胴体がスケールかクロームカラーでカバー

リングしてある場合、胴体からレシーバーのアンテナをとって、垂直尾翼の上面につけるか、棒のアン

テナを使うことをお薦めします。胴体をスケールまたはクロームカラーでカバーリングした場合は、レ

シーバーアンテナは主翼に添ってとめないでください。この場合も飛行距離が短くなります。
レシーバーアンテナが受信できることを確認してください。カーボン繊維プラスチックの構造の場合も

同じです。

バルサと湿度
バルサにかなり高い湿度が残っていて作られたモデルは、湿度が少なくなるとフィルムの張りも弱くな

ります。バルサの湿度が抜けて縮まるからです。この場合、縮んだ下地に合うように、フィルムに再度

アイロンかけする必要があります。

注: 40ページの「重要な注意」をご参照ください。オラカバDRYではオラカバWETシール接着剤のかわりに、オ

ラカバDRY高温シール接着剤を使用します。

YOSHIOKA
MODEL
FACTORY

YOSHIOKA
MODEL
FACTORY 1-1-19 Hagimachi, Kochi City 780, Japan  ·  www.oracover.de

ヨシオカモデルファクトリィ大翔

高知市萩町1-1-19  電話088-833-2511（代） ファクス088-833-6894  e-mail: model@rc-yoshioka.com
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オラカバWETのカバーリングの仕方

世界特許のアイロンとドライヤーでカバーできるフィルム

オラカバDRYと同様に高い品質の自動接着カバーリングフィルムオラカバWETは、使い方が簡単で、

長持ちします。オラカバWETはオラカバDRYと同様、多重構造の真のポリエステルのカバーリングフ

ィルムのため、衝動や高温に耐えます。

裏シールを剥がして、アイロンかドライヤーでフィットし、永久にシワとバブルのないフィニッシ

ュを与えます。オラカバWETはオラカバDRYと同様に多彩な色がそろっていて、上にラッカー塗装も

できます。

1.  作業に必要な道具 (図1)

r  オラカバ・カバーリング・アイロン  
r  はさみ/ 裁断桁 /定規
r  オラカラー・パッキング (注文No. 100-999)
r  オラカバ・フェルトローラー (注文No. 0915)
r  綿布(ウェス) / キッチンロール
r  ヒートガンまたはドライヤー 
r  カッターメス (注文No. 0914) またはカッターナイフ (注文No. 0916)

r  オラカバ WET接着剤 (注文No. 0970)

r  オラカバ WETスペシャルシンナー(注文No. 0990)

2.  表面処理 (図2)

模型飛行機のバルサ表面を完全にサンディングし、生地を完成させます。
へこみ等には木工パテを使いながらオラカラー・パッキング (注文No.100-

0999)でなめらかに仕上げます。最後にきめの細かいサンディング・ペー
パーと、サンデイング・ブロックで仕上げてください。次にカバーリング
面全体のホコリを、クリーナーできれいに取り除いてください。模型飛行
機は全くホコリなしでなければなりません。バルサの下地にフィルム被覆
可能な場合、下地処理の必要はありません。バルサの下地にフィルム被覆
が不可能な場合、下地にフィルムがつけられるように、まず オラカバ
WET接着剤(注文No. 0970)を塗ることをお薦めします。バルサにフィルム
がつけられるかどうかをテストするには、下地にテープを貼ってみてくだ
さい。テープが簡単に剥がれ、またテープに細かい木のくずがついている
場合、下地のカバーリングが長く保たれるように、下地処理が必要です。

3.  アイロンの温度設定

正しいアイロンの温度設定がカバーリングのポイントです。アイロンにサ
ーモスタートがついていない場合、アイロンの温度を温度計で計るか、次
の方法で温度をチェックして確認してください。

A  低温（90度)接着側(半光沢)がバルサにつき始める。(図3A)

B  中温（130度)低温と高温調節の中間

C  高温（150度)オラカバWETの切れ端にシワが生じてシュリンクする。図3C アイロンの温度テスト、約150度

図3A アイロンの温度テスト、約90度

図2  表面をスムーズにサンディング

図1 作業に必要な道具
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D 発泡スチロール・テスト：アイロンを90度に調整する一番簡単で

信頼できる方法は、暖めたアイロンの上で発泡スチロールの切れ

端でテストすることです。90-95度でアイロンに発泡スチロールが

触れると、「キュー」と音がしてもまだ溶けません。発泡スチロ

ールの種類によって、溶点は95度から105度の間です。

注 :  特に難しい翼端の三次曲面においては、温度を目いっぱい150度 

200度に上げる必要があります。オラカバWETは180度でシュリンクし、

250度で溶け始めます。

4.  オープンな主翼リブ面の作業方法  (図4 - 図8)

主翼の下面用にオラカバWETを約2cm広く、翼端は10cm広く切り出して

準備します(図4)。

裏のシリコンペーパーが簡単に剥がせるように、細く切ったテープをエッ

ジの両面につけて、長さの半分がツマミしろとして外に出るようにします

(図5a)。この2枚のテープを両側に開くと、カバーリングフィルムとシリ

コンペーパーが簡単に剥がれます。剥がすときに、フィルムの上部が平ら

な面(机)の上にあるように気をつけてください。折り目がカバーリングフ

ィルムではなく、裏紙にできるように、常にフィルムから裏紙を剥がし、

絶対に裏紙からフィルムを剥がさないでください(図5b)。裏紙を8-

12cmフィルムから剥がしてから戻して、フィルムを折り返してください

(図6)。オラカバWETを主翼下面において、正しいポジションに気をつけ

てください(図6)。

フィルムの正しいポジションを決めてから、図7のようにバルサの上に置

いてください。オラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)か布でタック

するように丁寧にこすります(図8)。

残りの裏紙をゆっくりと取り除きます。もし大きなシワが出来たら、オラ

カバWETフィルムを慎重に上げて邪魔なシワを除きます(図8)。

満足がいったら、オラカバWETを柔らかい布かオラカバ・フェルトローラ

ー(注文No. 0915)で、次のようにタックします。

1)　「センターライン」：スパーに添ってリブから翼端の三次曲面の間に

タックします。

2)　「センターライン」から平行に、前縁(リブから翼端)に動かします。

3)　「センターライン」から平行に、後縁(リブから翼端)に動かします。

図5a

図4

図5b

図6

図7

図8
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5. はみ出しているオラカバWETの保護

周りにはみ出しているオラカバWETの端にシリコンペーパーをつけ、端が

接着しないように気をつけてください。

6.  翼先端のカバーリング   (図9a-図9e)

オラカバWETをアイロンかヒートガンで、翼端の三次曲面の周りのフィル

ムを次第に少しずつタックしていってください。高温にして、シワをのば
してください。

翼端は図10と図11のように、カッターメス(注文No. 0914)かカッターナイ

フ(注文No. 0916)で、後ろから切ってきます。三次曲面を中温でよくアイ

ロンをかけ、接着剤がバルサにきちんと染み込むようにしてください。

　主翼上面のカバーリング

主翼上面のカバーリングは下面の手順と同

じです。周囲にフィルムを約1.5cm残してお

いてください。 

9.　カバーリングの仕上げ  (図13,  図14)

カバーリングアイロンと布、またはヒートガンをつかって高温に調整し
て、フィルムを次第に少しずつ熱くしてシュリンクしてください。

その後、布で強くプレスしてください。オラカバWETを柔らかい布（キッ

チンロール）またはオラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)で、フィ

ルムが冷たくなるまでこすってしてください。この方法でフィルムは下地
に一番よく粘着します。

  オープンでない表面のカバーリング（リブ構造）

オープンな主翼リブ面のカバーリングの手順を繰り返してください。例外

はアイロンの替わりにヒートガンを使用し、オラカバWETをシュリンクさ

せ、柔らかい布かオラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)で、フィル

ムが冷たくなるまでプレスしてください。これにより接着剤がフィルムの
下地によく粘着します。ヒートガンを使うと、表面板張りのアイロンのプ
レスの跡を避けることができます。

  オープンでない表面のカバーリング（硬化発泡スチロール構造）

硬化発泡スチロールの製造には熱いスチームが関係するので、かなりの湿
度が残っています。(コストの関係で、発泡スチロールの核心から湿気が
抜かれていません。)発泡スチロールは室内温度で「マイクロ気候」を造

7.　翼端のカットと仕上げ (図10,  図11,  図12)

8.

10.

10a.

図13a

図12

図11

図10

図9b

図9a

図9c 図9d 図9e
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り、長く倉庫にいれておいても湿度が減りません。カバーリングの時に熱

が当てられると、このバランスが崩れて湿度が出て、フィルムに分散する

ので、圧力がかかってシワの原因になります。ここでフィルムがついてい

る木繊維が局部的に剥がれ、「残りシワ」ができて、木の粒子がフィルム

の接着剤を遮断し、本来のアイロンかけが不可能になります。この問題を

解決するのにオラカバWET接着剤(注文No. 0970)を蒸気遮断として塗っ

て、一晩乾かすことをお薦めします。本当に薄く塗って、接着剤の溶剤が

発泡スチロールを破傷しないようにします。この蒸気遮断が完全に乾いて

から、カバーリングを始めてください。これ以上のやり方はオープンでな

い表面のカバーリング(リブ構造)と同じです。

11.　胴体のカバーリング

胴体は主翼と同じようにカバーリングしてください。まず下

面、次に横、最後に上面をしてください。周りに約1.5cmオーバ

ーラップします。

12. トリミング、デザイン、マーキングなど　

トリミング、デザイン、マーキングなどを切った後、ポジションにおき、

シリコンペーパーをとって、トリミングなどを図15、図16、図17、図

18、図19のようにこすってください。その後トリミング、デザイン、マ

ーキングなどを、 オラカバ・カバーリングアイロンかヒートガンでプレ

スし、柔らかい布かオラカバ・フェルトローラーでこすってください。

13.　発泡スチロール/デプロン

発泡スチロール/デプロンの上に、ポジションにタックしたフィルムを、

布かオラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)で少しプレスしてこすり

ます。温度を良く調整してフィルムをよくこすってください。

注意：発泡スチロールが溶けないように、高温度は避けてください。発泡

スチロールの切れ端で、正しい温度をテストしてください。 仕上げの場

合、アイロンの温度は95度を超えてはいけません。下地が熱で破傷しま

す。接着をよくするために、オラカバDRY発泡スチロール接着剤(注文 

No. 0981)を使用します。

14.　EPP  (Expanded PolyPropylene)

膨張ポリプロピレン(Expanded PolyPropylene)。ざらざらした平らでない

下地にオラカバWET接着剤(注文No.0970)を薄くつけます。一晩乾かして

次の次の日にオラカバWETを張ります。下地に少しタックが残っている

ので、フィルムをなるべく平らに張ることが大切です。アイロンかけとシ

ュリンクの時、下地への温度が160度を超えると、下地が温度で永久に破

傷します。

図17 図18 図19

図16

図15

図14b

図14a

図13b
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15.   アドバイス

キャンバ・プロファイル (S型溝のプロファイル)

翼の凹面の下面プロファイルをオラカバWETでカバーリングする時には、アイロンの温度を90度にし、シ

ュリンクしないように慎重に、バルサにプレスしてください。それからバルサの部分を全部カバーするボ

ール紙の型を切り出します。これはタックした部分の接着剤が熱くなって、リブの形やプロファイルを歪

めさせないためです。ボール紙の型でバルサをカバーし、リブの間の部分をヒートガンでシュリンクさせ

てください。

ファンの穴 (圧力調整)

板張り有/無のリブの部分と水平尾翼と垂直尾翼のカバーリングでは、熱による圧力調整のための空気抜

き穴がなくてはなりません。これがない場合、リブとウェブに1-2mmの穴を開けて、タックの際、圧力が

強すぎでシュリンクできず、フィルムがふくらんで冷めるときにシワにならないように、熱い空気が抜け

るようにしてください。

エンジンルーム防火壁

エンジンルームの回りをアイロンでしっかりタックし、カバーリングフィルムの下にオイルが入らないよ

うにしてください。エンジンルームの内全体をオラカラー2-Kラッカーで仕上げ、オラカバWETの表面の

保護塗装もオーバーラップしてください。

塗装

オラカバWETは簡単に塗装できます。 オラカラー・ラッカーシステムを使用すると一番よい結果になり

ます。オラカラーにはオラカバDRY/オラカバWETの全色があります。オラカラーは2コンポネントのラッ

カーなので、燃料とアイロンに強く、ラッカーの層を破傷せずにアイロンをかけることができます。スチ

ールウール(000-タイプ)で表面の光沢を鈍らせば、塗料がしっかりと接着します。オラカバWETスペシ

ャルシンナー(注文No. 0990)できれいに拭いてください。

後始末

アイロンに残ったりカバーリングに付着したりした色素や接着剤は、アイロンが熱いうちに布等で拭き取

り、除去できます。カバーリングフィルムに残ったものは、オラカバWETスペシャルシンナー(注文 No. 

0990)で取り除くことができます。このスペシャルシンナーは、アイロンが冷たく、電源につないでない

ときにだけ使ってください。スペシャルシンナーがついているアイロンも使わないでください。スペシャ

ルシンナーは換気の良いところで使ってください。爆発性ガスが出る可能性があるからです。

デカール

デカール使用は、それぞれのメーカーの説明に従ってください。

継ぎ当てと修理

オラカバWETは自動接着なので、継ぎ当ても修理も屋外で出来ます。継ぎ当ての面をきれいにし、約

2cmオーバーラップして継ぎ当ての部分に張ります。継ぎ当ての部分は後で作業場で熱を使ってバルサに

シュリンク・フィットすることが出来ます。(飛行場で需要があれば模型飛行機をシュリンクすることが

出来ます。注：表面の温度は250度以下でないと、穴があきます。)

トリミング、デザイン、マーキングなど 

オラカバWETスペシャル接着剤には泡が発生しません。オラカバWETは自動接着なので、トリムやマー

キングとしてオラカバWETを重ね貼りできます。しかし間違って気泡が入り込まないように、慎重に取

り扱わなくてはなりません。低温でオラカバWETはひとりで接着します。色がよくカバーされるよ

うに、なるべく薄い色の上に濃い色を貼ってください。小さいデザインは端を上げて、すでにアイロンが

かけてある端から、オラカバ・フェルトローラー(注文No. 0915)などでデザインに気泡ができないように

下地に移します。大きなデザイン(例えば太陽光線)は、まず位置決めマーキングして、細い側にアイロン

をかけた後、広い側にアイロンをかけていきます。トリムはオラカバWETを細いテープに切って作るこ

とができます。
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胴体のマス目構造か主翼のオープンなリブ構造に、何色かの飾りをつける場合、一つ一つの飾りを平な机

の上で、オラカバWETのシリコンペーパーにカバーリングフィルムとしてタックします。約 1.5cm オーバ

ーラップして、常に濃い色が薄い色の上に張られるようにします。反対にすると、濃い色の縁が浮き出ま

す。仕上げのアイロンかけで、正確なポジションに気をつけてください。更に、継ぎ目の部分の再度のア

イロンかけで、接着剤がとれて、継ぎ目が縮まないように、あまり熱くしてはいけません。ヒートガンを

使う場合、継ぎ目にボール紙の型をあて、熱くなりすぎないようにしてください。

大きなデザインは洗剤を水に1-2 滴いれ、貼る場所にスプレーで湿らせてから貼ってください。デザイン

が濡れた部分で動かせるからです。正確なボジションが決まったら、オラカバ・フェルトローラー(注文

No. 0915)で、中央から端にかけてこすっていきます。このテクニックで、大きなデザインにも泡ができ

ません。デザインはスプレーの水が分散するまで、1-2日乾かしてください。

スケールとクロームカラー

スケールとクロームカラーでは、フィルムの内側に、ナノミクロンのアルミ層が高圧で蒸着してありま

す。そのためフィルムは100%カバーします。

フィルムの遮蔽効果(ファラデーの法則)に対抗するために、胴体がスケールかクロームカラーでカバーリ

ングしてある場合、胴体からレシーバーのアンテナをとって、垂直尾翼の上面につけるか、棒のアンテナ

を使うことをお薦めします。翼をスケールまたはクロームカラーでカバーリングした場合は、レシーバー

アンテナは翼に添ってとめないでください。この場合も飛行距離が短くなります。レシーバーアンテナに

は空いている場所に置いてください。カーボン繊維プラスシックの構造の場合も同じです。

バルサと湿度

バルサにかなり高い湿度が残っていて作られたモデルは、湿度が少なくなるとフィルムの張りも弱くなり

ます。バルサの湿度が抜けて縮まるからです。この場合、縮んだ下地に合うように、フィルムに再度アイ

ロンかけする必要があります。

その他のアドバイスやコメント、ヒントなどを歓迎します。

重要な注意：最近翼に発泡スチロール板が使われているモデルが市場にでています。多くのモデルには、乾か

した高価な発泡スチロールではなく、かなり湿度が残っているものが使用されています。残りの湿度が発泡ス

チロールの中からでないように、翼に蒸気遮断を施すことをお薦めします。これには翼をカバーリングする前

に、オラカバWET接着剤(注文No. 0970)を薄く塗って、一晩乾かすといいです。

YOSHIOKA
MODEL
FACTORY

YOSHIOKA
MODEL
FACTORY 1-1-19 Hagimachi, Kochi City 780, Japan  ·  www.oracover.de

ヨシオカモデルファクトリィ大翔

高知市萩町1-1-19  電話088-833-2511（代） ファクス088-833-6894  e-mail: model@rc-yoshioka.com
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®
ORATEX   UL 600オラテックス

新しい製品の開拓はラーニッツ・プレーナ・フォー

リエン・ファクトリ有限会社の強みです。

一般飛行機用のオラテックス製品シリーズの開発に

より、会社はこれまでのクラシックな模型飛行機の

カバーリングのテクノロジーを一般飛行機に移しま

した。

2001年に、専門界で有名なチューリッヒのスイス専

門大学のスーパーライト・グライダー「原始鳥」プ

ロジェクトで、新しいカバーリング・テクノロジー

への道が開かれました。

元々模型飛行機用に開発されたオラテックスのスタ

ンダード・カバーリングでしたが、通常の飛行機へ

のカバーリングが成功しました。この軽飛行機の成

功は、一般飛行機のカバーリング」を学術的な方法

で試みるモチベーションを高めました。パラメタが

定義され、必須事項帳を仕上げました。何年かの研

究・開発後、新しい製品シリーズが生まれました：

最初の製品シリーズはスタート重量が600kgまでで、

オラテックスUL600の名前で製造されました。

オラテックスUL600のロールの長さ：2m, 10m, 20m, 

50m, 100m, 150m, 250m。幅：90cm, 180cm

次にオラテックス3000はスタート重量が3000kgま

で、オラテックス6000はスタート重量が6000kg (例：

AN-2)までの製品が開発されました。

すべてのオラテックス製品のように、一般飛行機用

オラテックス・カバーリングフィルムは、最終仕上

げと紫外線保護がすでに施されて供給され、直ぐに

飛ばせますが、更に上にラッカーを塗ることも可能

---  一般飛行機のイノベーション的製品  ---

KIEBITZ (www.jw-air.de)

ZEPHYR (www.atecaircraft.eu)

ULI 1 (www.weller-flugzeugbau.de)

ESCAPADE KID (www.realityaircraft.com)

THE COVERING

OF THE FUTURE

THE COVERING

OF THE FUTURE
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一般飛行機のスタート重量600kgまでのポリエステル

MISTRAL (www.pilotmix.com (enter Mistral))

テクニカルデータ:  オラテックス UL600 MK2

-  材料強度全体:約 120 µm   -  重量:約  110 to 130 g/m² (カラーによる)  -  最高牽引力、縦:最低   620 N / 50 mm   

-  最高牽引力、縦:最低  580 N / 50 mm   -  最高牽引伸張力、縦:約  30 %   -  最高牽引伸張力、横:約  40 %   -  耐

裂力、縦: 最低  14 N   -  耐裂力、横:最低   9 N   -  シュリンク、縦:最低 7% (温度170度の時)  -  シュリンク、

横: 最低  7% (温度170度の時)   -   融点: 250度
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です。使い方の新テクニック：接着される構造とカ

バーリングフィルムの部分に、オラテックス分散高

温シール接着剤を塗ります。乾燥後、オラテックス

絹目状フィルムにアイロンをかけ、熱でストレッチ

とさせます。完成！

SHERWOOD RANGER (www.g-tlac.com)

SIROCCO (www.acla.eu/aircraft.html)

®ORATEX  オラテックス UL 600

ARCHAEOPTERYX (www.archaeopteryx.ch)
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オラテックス3000はメカニックな強度により、一般飛行機の

スタート重量3000kgまでのカバーリングに適しており、 

Piper,  Cub,  Pitts,  Ultimate,  Homebuilts  などのタイプと実験

に最適です。

®ORATEX  3000 オラテックス3000

付属品

オラテックス補強バンド(ストレート)
オラテックス補強バンドは高温シール可能の製品で幅は

25mm - 125mmで、すべてのオラテックスのカラーがありま

す。オラテックス補強バンドは、継ぎ目やオーバーラップな

どで補強されなければならない所(例：前縁部分)に使えま

す。タービン換気のバンドにも使えます。修理にはバンドに

アイロンをかけてください。

オラテックス6000はオラテックス製品シリーズで一番強靭なカバー

リングフィルムです。これは一般飛行機のスタート重量6000kgまで

のカバーリングで、農業用飛行機、アクロバット機、Warbirds や 

AN-2に適しています。

®ORATEX  6000 オラテックス6000

オラテックス装飾バンド(ギザギザ)
オラテックス装飾バンドは高温シールが可能な製品で、

17mm - 150mmの幅のオラテックスの全カラーがあります。

継ぎ目やオーバーラップを補強しなければならない所(例：前

縁部分)に、オラテックス装飾バンドが使用できます。タービ

ン換気のバンドにも使えます。ご要望により寸法測定も可能

です。   
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®  
ORATEX ラテックス分散高温シール接着剤
ラテックス分散高温シール接着剤は画期的な製品で、世界中の特許をもっています。この接着剤は従来

の接着剤のような溶剤の匂いがありません。オラテックス分散高温シール接着剤はカバーリングする構

造とカバーリングフィルムに塗った後、構造にアイロンをかけます。塗装にはラッカー用筆かスプレー

ガンを使います。接着剤が乾燥した後、カバーリングフィルムにアイロンをかけます。アイロンをかけ

る時の規定はありません。すぐにでも明日でも、時間のある時にできます。 

オラテックス分散高温シール接着剤は2コンポネントで、ミックスしたもの、または接着剤と硬化剤がセ

パレートで供給されます。ミックスされた接着剤は3ヶ月間、安定した保管ができます。3ヶ月以上保管

したい場合、セパレート・バージョンをお薦めします。 遮断された硬化剤のコンポネントにより、接着

剤は加工温度が50度以上で網目状に結合します。つまりミックスした接着剤は3ヶ月間保管できます。

オラカバWET地図用クリヤーフィルムは無色で透明なので、飛行図や航海図な

どの保護に使えます。また「消えない」マジックペンやボールペンで、記入し

たルートや注を残りなく、溶剤で消すことができます。オラカバWET地図用ク

リヤーは真ポリエステル製なので、軟化材もPVCも入っていません。

オラカバWET地図用クリヤーフィルムのロールの長さ: 2m, 10m, 20m, 50m, 

100m, 150m, 250m。幅: 60cm

®
ORASTICK

シリコンペーパー
接着剤を塗った2枚の絹目状フィルムが間違っ

て付着しないように、オラテックス・フィルム

をシリコンペーパーでカバーしてください。

オラカバWET地図用ク



1.  作業に必要な道具:

 r   カバーリング・アイロン

 r   はさみ  / 裁断桁  / 定規

 r   ラッカーブラシ  / スプレーピストル

 r   メジャーバンド

 r   オラテックス・フェルトローラー   (注文No. 0948)

 r   ヒートガン

 r   綿布(ウェス) / キッチンロール

 r   カッターメス  (注文No. 0914)

 r   カッターナイフ   (注文No. 0916)

 r   サンディングブロック

 r   赤外線温度計 

 r   コンパス

®ORATEX  UL 600
M
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新モデル、再現モデルにかかわらず、模型飛
行機の飛行と外見はカバーリングによって決
まります。オラテックスUL 600 は世界中に特
許をもつアイロンでフィットするポリエステ
ルフィルムです。簡単に貼れて、上にラッカ
ー塗装もできます。オラテックスUL 600は多重
層システムで、紫外線防止がしてあり、この
目的のために特別に開発されたポリエステル
絹目状フィルムです。 
オラテックス UL 600には多くの魅力的なカラ
ーがあります。このカバーリングフィルムに
は最後の仕上げがしてあるので、更にラッカ
ー塗装の必要はありません。しかし特別なフ

ィニッシュとして、オラカラーのラッカーで上塗りすることもできます。オラテックス UL 600 とオラカラ
ーのラッカーは燃料に耐性があります。
飛行機に使用される材料が種々で、例えばアルミニウム、スチール、バルサ、その他の合成では、アイロ
ンの温度が異なります。一般に90度で、フィルムがシュリンクせずにアイロンかけができます。しかしア
ルミニウムとかスチールのような熱導体では、熱がすぐに通るので、これらの材料では温度をより高くで
きます。アイロンの温度が約130-170度でも、材料が縮みません。
カバーリングフィルムをリブに縫わなければならないかどうかは、飛行機の構造と、構造的デザインによ
ります。もしデザイナーが縫わなければならないと指示したときは、オラテックスULを 指示通りに縫わな
ければなりません。

オラテックス UL600 

軽飛行機用高温シール・ポリエステル・カバーリングフィルム 



2.  必要な材料: 

 r  オラテックス UL 600

 r  オラテックス 高温シール装飾バンド

 r  オラテックス 分散高温シール接着剤 (提供製品 4を参照)

 r  オラテックス・スペシャルシンナー、

　　容量:  250ml: 注文 No.0969,  1 l: 注文 No.0973,  5 l: 注文 No.0971,

 10 l: 注文 No.0972

 r  シリコンペーパー (注文 No.12-100-005) 

3.  表面処理  

金属の表面処理

金属加工中にできた鋳張りを徹底的にサンディングしてくだ

さい(図1)。鋳張りは織目を壊したり、切り込みをいれたり、

切って(裂けて)しまうかもしれません。これは鋲構造（尖っ

た角、先端）にも、溶接構造(溶接継ぎ目）にも、相当しま

す。仕事を始める前に金属の表面を脱脂してください。これ

はオラテックス・シンナーで良くできます（図2）。

アルミニウムの表面処理

アルミニウムのタイプによってオラテックス・シンナーかオ

ラテックス分散高温シール接着剤を付けるか、アルミニウム

の上に耐熱性の接着ラッカーを前もって塗ります。これはヒ

ートガンでします。次のステップに入る前に、接着ラッカー

が完全に乾燥していなくてはなりません。もしアルミニウム

構造の後処理が必要な場合、オラテックス分散高温シール接

着剤を、薄くスプレー、またはブラシで塗ります。管の構造

の場合、管を完全にスプレー/ブラシで塗らなければなりま

せん（図 3）。

スチールの表面処理

スチール構造は脱脂の後、それ相応の耐熱性の下地ラッカー

を塗ります。これはヒートガンでできます。下地ラッカーが

よく乾燥した後、この上にオラテックス分散高温シール接着

剤を薄くスプレーするかブラシで塗ります。 

管の構造の場合、管を完全にスプレー/ブラシで塗らなけれ

ばなりません（図 3）。

4.  一般アドバイス

- アイロンにサーモスタートが付いてない場合、アイロンの温度を赤外線温度計で測ることも出来ます。主翼がバ

ルサの場合、アイロンの温度は約  90度、金属翼は° 約130-170 度必要です。金属が熱を早く伝導するからです。

- オラテックス分散高温シール接着剤は二つのコンポネントから成り立っています。元々の接着剤とそれに属す

る硬化剤です。アイロンの熱と縮みにより接着剤は接着するだけではなく、網目状(多重合化)になります。こ

れにより接着に耐熱性ができます。オラテックス分散高温シール接着剤は、カバーリングを始める前に完全に

乾燥していなければなりません。これはヒートガンを「冷風」にすると早くなります。ここでは本当に冷たい

空気がでなければなりません。硬化剤が分散接着剤に含まれているので、50度以上で作用するからです。この
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図 2

図 3

図 1



工程が一回スタートすると、接着剤が硬くなり、絹目状フィルムの接着に適当でなくなるからです。

注意：最高に接着剤を塗るにはラッカー用ブラシが必要です。その他のブラシを使用すると、接着剤が乾

燥し、小さな粒が出来で、それも塗装されます。これは外観を損ねます。

接着剤には二つのタイプがあります

 硬化剤もミックスされた接着剤:

50 ml: 注文 No.0974,  100 ml: 注文 No.0975,  500 ml: 注文 No.0976,  1 l: 注文 No.0977,  

絹目状フィルムのオーバーラップは少なくとも  5 cmにします。絹目状フィルムからフィルムへの接着は、下の

1.

5 l: 注文 No.0978,  10 l: 注文 

No.0979.

2. セパレートの包装: 

接着剤と硬化剤を使用前にミックスしなければなりません。

1 l: 注文 No.0987,  5 l: 注文 No.0988, 10 l: 注文 No.0989.

5.  結び目ポイント、結び目のブリキ、鋲、ジョイント

すべての結び目ポイント、結び目のブリキ、鋲、ジョイント

のすべての分野は、鋳張りをのぞいて、カバーリンクの前に

パッチでカバー(図4)し、カバーリングフィルムが尖りで破傷

しないようにします。

処理：それぞれの場所にオラテックス分散高温シール接着剤

を塗ります。絹目状フィルムの一片の内側に、オラテックス

分散高温シール接着剤を塗ります。

乾燥後、接着層のついた絹目状フィルムをそれ相応のパッチ

にカットし、アイロンをかけます。鋲で留めた金属リブの場

合、これに接着剤を貼り、パッチを被せ、全体のリブと前縁

と後縁をカバーすることをお薦めします(例えば管構造の

場合、図5)。

6.  縫う

構造が要求すれば オラテックスでも、縫うことが必要です。縫うのは簡単です。針と糸でそれ相応に結び目を

つけます(A)。すべての糸を通して結んだ後、アイロンをかけます(B)。 特別な点は縫った後、オラテックス分散

高温シール接着剤をオラテックス装飾バンドのギザギサ分を引いた幅の長さで、表面にブラシで塗ります(C)。

仕上がりがきれいになるように、マスキングテープなどで、その他の部分をカバーすることをお薦めします。

接着剤を塗装した後、直ぐにこのマスキングテープを剥がしてください。乾燥後、装飾バンドを. 90度でアイロ

ンを掛けます。アイロンの温度をバンドが縮まない温度にします(D)。

7.  オーバーラップ

布の表面にオラテックス分散高温シール接着剤を塗ります。継ぎ目の仕上がりをきれいにするために、接着エ

リアにフィットします。接着バンドは接着剤がまだ濡れている間に取り除きます。前縁のエリアには、装飾バ
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ンドをキャップバンド/使い捨てバンドとして使うと、プロペラがハイスピードの時に小さな石で前縁の分野の

カバーリングに適中して、傷つけることから守ります。保護のバンドなしでは、前縁の分野のカバーリングフ

ィルムは時間がたつと破傷されます。

8.  尾翼のカバーリング

このカバーリングシステムに慣れるやり方は、尾翼、ラダー、フラップから始めることが賢明です。まず絹目

状フィルムの表側を平らなところに広げます。フィルムの内側にカバーリングする尾翼をのせて、裁断に必要

な分をとります(図6)。鋲の構造の場合、カバーリングする前に鋲と結び目ブリキをパッチでアイロンをかけ、

この場所のカバーリングフィルムがすり切れたり、傷ついたりすることを防ぎます。絹目状フィルムの上に尾

翼のポジションを決めた後、全枠のフレームを尾翼の内側と外側に鉛筆で印しをつけ、尾翼の全フレームがカ

バーリングフィルムの内側に書き写されるようにします。この時点で上面と下面にも書き写しを行います。

下面がまずカバーリングされる側で、前縁は630度、フィルムで巻き付けます(略図1参照)。前縁は内側の最初

の270度の巻き付けにアイロンかけのあと、最高にフィットするために、補足の接着層を施します。尾翼の絹目

状フィルムの裁断の印しをつけるために、表側の裁断線に、補充の輪

郭をつけます。

この輪郭から裁断線の間隔は、一番外側の前縁管の+75%に相当

します。

例：管の直径 5cm:

Pi・直径・1,75  =  3,14・5・1,75 = 27,5 cm  

つまり広く切る裁断縁は27,5cmです。 

後縁管のカバーリングでは、輪郭から裁断線の間隔は管の直

径の+80%です。

例：管の直径 2cm:

Pi・直径 0,8  =  3,14・2・0,8 = 5 cm

つまり広く切る裁断縁は 5cmです。

絹目状フィルムの上にマーキングされた一番外側の裁断線からスパーの最後の線までの部分、またバーやベル

トでカバーされる部分に、オラテックス分散高温シール接着剤を塗装します。接着剤が乾燥した後、絹目状フ

ィルムを裁断します。この時丸みを帯びた部分（三次曲面部など）を後で引っ張るつまみシロに、約 20-25 cm 

の囲みの部分をそれ相応に裁断します(図7と図9)。

裁断で残ったテーブは「パッチ」としてリブやバーにアイロンをかけます。カバーリングは前縁から始め、後

縁に続けます。前縁の内側に絹目状フィルムのカバーリングを始めます。まず簡単なまっすぐなスパーから始

めます。先端は後縁に絹目状フィルムがフィットされてからカバーリングを始めます。絹目状フィルムをカバ

ーリングするフレームに巻き付けた前縁にアイロンをかけます(略図2)。先端の前縁の巻き付けた部分は、場合

により270度に温度を低くします。翼端の三次曲面部などの丸みに、よくアイロンをかけます(図8/図14)。

が必要です。バーやリブ
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一部外殻の面のカバーリング

5 cm のオーバーラップ
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絹目状フィルムは熱によりよく伸びるので、アイロンかけの時に、片手で構造の回りのフィルムをピンと引きま

す。シワが出来たときに、温度をあげてシュリンクを避けます(図18/図19)。後縁の部分の回りに、絹目状フィ

ルムを約270度の範囲でアイロンをかけ、なるべく大きなフィット部分を作ります。その他の外側の管も270度

でアイロンをかけます。上面をカバーリングする時に、前縁の外フレームを巻き付けて180度、後縁を巻き付け

て150度でアイロンをかけます(略図1)。垂直尾翼(図10)以外は水平尾翼、主翼、フラップと同様、まず  下面

をカバーリングします。管の構造の場合、アイロンかけのときに絹目状フィルムがお互いに貼り付くのを避ける

ため、管の中側にシリコンペーパー(注文No.12-100-002または12-100-005)をいれます(図11/ 図12)。  

次に垂直尾翼のカバーリングを準備します。これには絹目状フィルムの内側にポジションを決め、コンパスで外

側を回します(図13)。コンパスのしるしと管の幅は、最初にカバーリングする前縁の管の直径に対し+75%、後

縁の管の直径に対し+80%です。反対側の幅は管の直径の約40%です。この時、スパーのカバーリングのオバー

ラップした部分が、気流に飛び出していないように気をつけてください(略図3)。それから垂直尾翼を裏返

して、反対側にしるしをつけます。最後に、両方の垂直尾翼に接着剤を塗

ります。コンパスのしるしが接着層の外側を限定します。フレームにのせ

てある絹目状フィルムがすべて、きちんとフィットできるために、接着層

があることに気をつけてください。乾燥後三次曲面部を10-15cm余計に、

コンパスの外側の線(図15)にそってカットします。アイロン作業は今まで

のテクニックで行います(図14/図19)。

管がフィルムで直接巻き付けられた部分にアイロンをかけた後、絹目状フ

ィルムが何枚かかさなっている部分にオラテックス分散高温シール接着剤を塗ります。乾燥後、外側にアイロン

をかけます。管の回りには180度でアイロンをかけ、後縁の270度巻き付け部分にもアイロンをかけます。三次

曲面では絹目状フィルムは最初にかなりシワがあります。しかし熱と練習によってシワを除くことができます

が、200度をこえてはいけません(図16/図18/図19)。

垂直尾翼

接着剤

管の周囲の
40％巻き付け

右 後縁前縁

図 17図 16

図15図13 図14

略図3

左
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シワが全部消えない場合、ヒートガンか少し高い温度でシュリンクさせ、シワが消えるまで引いて(ストレッ

チして)ください。この作業の場合、ヒートガンを止めた後も、絹目状フィルムを少しの間しっかりつかんで

いてください。接着剤が冷たくなって、布の下地に入り込めるためです。カバーリングフィルムにきちんとア

イロンがかけられた(図17)後、カバーリングされた部分にまだシワがある(図20)ように見えます。

その後、ヒートガンを使用します。約 350° 度で絹目状フィルムはシュリンクします (図21/図22/図23/図24)。

350° 度の熱の作用は、フィルムへの距離によって異なります。

距離があればあるほど、フィルム上の熱は低いです。シュリンクのコントロールには絹目状フィルムの表面を

赤外線温度計で測ってください。温度は 200° 度を超えてはいけません。

絹目状フィルムをフレームにプレスするときに、指にやけどをしないでください。フェルトローラーが一番い

いです(図 23/図24)。

上面を下面にきちんとアイロンをかけるため、垂直尾翼の管に接着を限定する補助ポイントをマーキングしま

す(図25/図26)。

絹目状フィルムはしるしの通りにカットされ、後で塗られた接着剤が乾いてからアイロンをかけます。

三次曲面の分野で表面が平らでないところを、高い温度できれいに仕上げ、シュリンクさせます (図27/28/29).

図 20図 18 図 19

図 21 図 23図 22

図 26図 25図 24

図 29図 28図 27



まっすぐな継ぎ目でシュリンクが必要でないところは、約 90-100 度でアイロンをかけます(バルサ構造)。金属

構造の場合、高い熱伝導のため 130-170度が適当です。きれいに仕上がるように、コンパスで補助線を引き、こ

れをカット線とします。内側の補助線は、接着剤を塗る必要なところだけを示します(図30/図32)。絹目状フィ

ルムがずれる(図33)ことを防ぐために、フィルムを構造の上において粘着テーブでフィットし(図31)、アイロ

ンをかけます(図34)。三次曲面の曲がりでは絹目状フィルムを高温でアイロンをかけてシュリンクさせます。

文字のマーキングは特別のフィルム、イージープロットで行います(図35)。つめたい接着のあと、約80度でア

イロンをかけます。アイロンをかける時、フィルムとアイロンの間にシリコンペーパーをおいてください。

9. 主翼のカバーリング

主翼は尾翼で説明したテクニックに類似した方法でカバーリングします。まず主翼のフレームを絹目状フィル

ムの内側にマーキングします。実際的には主翼の上面と下面を広げたフィルムの上にしるしをつける必要があ

ります。このマーキングされた部分に接着剤を塗ります。これと平行して、絹目状フィルムのテープの内側に

接着剤を塗り、最終的にパッチ（テープ）を切ります。このパッチは、鋲があるところ、この例ではリブの上

に使われます。このパッチは金属の鋭い角が絹目状フィルムを破傷することを防ぎます。つけられたパッチの

上側に接着剤を塗ります。接着剤が乾燥した後、まず主翼の下面、次に上面をカバーリングします。前縁から

始めるのが賢明で、前縁を巻き付けてカバーリングします。絹目状フィルムの上にフィルムがある場合、オラ

テックス分散高温シール接着剤を塗ってください。よく乾燥させてください。

つぎに絹目状フィルムを後縁の方に強く引っ張り、そこも同じくアイロンをかけます(図36/図37/図38/図39/図

40/図41)。後縁の巻き付けは、少なくとも 270 度範囲でなくてはなりません。この作業の後、主翼を裏返し、
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主翼の上面を前記のようにカバーリングします。この際、特に障害物の回りに丁寧にアイロンをかけてくださ

い(図39/図42)。リブと翼端のフィルムは、リブの回りとリブの中にきちんとアイロンをかけ、接着剤と絹目状

フィルムが最高にフィットする分野 ができるようにします(図41)。穴の内側と外側に補強継ぎ当てをつけて安

定させてください(図43)。管のシワは、温度を高くしていてください(図42)。ヒートガンでシュリンクする前

に、アイロンかけがきれいに行われたことを確認してください。その後ヒートガンでフィルムをストレッチす

る前に、接着剤が高温で柔らかくなって、絹目状フィルムが「引き離」されないように、縫い目をボール紙な

どでカバーしてください。縮む温度が不定なので、この方法を2-3回繰り返すことをお薦めします。オーバーラ

ップは少なくとも5cm広くしてください。(前縁、後縁)

トリミングや文字のマーキングはイージップロット・フィルムで行ってください(図44)。

ヒント

マーキングと裁断の準備 (E).

カバーリングのところがオープンである場合、台架が必要です。これには補助リブの残りと0.8mmのベニア

板が適当です(F)。

オラテックス UL 600 は翼端にも問題なく貼れます。絹目状フィルムをかなり大きめに切るのとよいでしょ

う。ヒートガン(350度)でストレッチするとき、指が熱くなりすぎないためです(G)。
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図のような三次曲面では、フィルムに刻み目を入れないとは出来ません(H)。それぞれの切り目フィルムをド

ライヤーで暖めれば、曲面でよく引っ張ることができます(I)。仕上げのフィニッシュはプロに見えます(J)。

オープンのところや刻み目を正しく見つけることは簡単ではありません(K)。この状態では二人で3時間必要

です(L)。翼端は高さの差があってもよくカバーリングできます(M)。

リブを縫います。これにはよい共同作業が必要です。糸を絹目状フィルムに通すことは、前もって精確な話

し合いが必要ですが、方法を少し変えることもできます。場合により背が高くなくてはなりませんが、補助

手段(P1)もゆるされます(N/O/P)。

全部の糸を通し、結んだ後アイロンをかけます(Q)。最後にオラテックス分散高温シール接着剤を全部の縫い

目にブラシで塗ります(R)。最後にオラテックス装飾バンドを約90度でアイロンかけをします(S)。

10.  胴体のカバーリング

胴体は主翼と同じようにカバーリングしてください。カバーリングのスキームは略図のように1から4の順序

です。胴体のカバーリングは胴体から、またはこの例のように滑走脚から始めます。絹目状フィルムをだいた

いの大きさに切り出し、滑走脚の下に粘着テープなどで固定します。
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次に滑走脚のコンタクトするすべての面を、絹目状フィルムにマーキングします。外側の

切断面も印し、管は270度巻き付けます。絹目状フィルムと滑走脚のコンタクトするすべて

の面に、オラテックス分散高温シール接着剤を塗ります。下の滑走脚からカバーリングを

始めるのが妥当です。接着剤が乾燥した後、フィルムをこれまでのようにカットしてアイ

ロンをかけます。前記のようにすべての結び目ポイントに接着剤を塗ります。乾燥後、接

着剤が塗装された絹目状フィルムをパッチとしてアイロンをかけ、本来のカバーリングが

鋭い角に破傷することを防ぎます。

オラテックス分散高温シール接着剤は、カバーリングの前に完全に乾燥していなければな

りません。これはヒートガンを「冷風」にすると早くなります。ここでは本当に冷たい空気がでなければな

りません。分散接着剤に含まれている硬化剤が、50度以上で作用するからです。この工程が一回スタートす

ると、接着剤が硬くなり、絹目状フィルムの接着に適当でなくなるからです。

例えばBowdenブレーキワイヤー などは、0.8mmのベニヤ板で強固にします。バルサとフィルムは一面だけに

オラテックス分散高温シール接着剤で塗ります。乾燥したあと、バルサと絹目状フィルムにアイロンをかけ

ます。これにより安定した仕上がりになります(図45)。

滑走脚の表面のカバーリングは下面と類似します。この際 オーバーラップの縫い目(絹目状フィルム同士)が、

カバーリングの前にオラテックス分散高温シール接着剤で塗装されていることに気をつけてください。きれ

いな継ぎ目になるように粘着テープを貼ります。このバンドは接着剤が乾燥する前に取り除きます。ジョイ

ントやホールはすべて、オラテックス装飾バンドをアイロンかけして強固にします。避けがたい難しい場所

にもよくできます。(図47/図48)。 

胴体のカバーリングはなるべくジョイントや継ぎ目が少ないようにしてください。まず胴体の下面をカバー

リングします(図49)。この際、絹目状フィルムで横の胴体ベルトを270度巻き付けてください。それから右側

の胴体の部分を1枚のフィルムで胴体に粘着テープでフィットしてください(図50)。
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構造を絹目状フィルムに写します。フィルムの上の構造のポイントと胴体の構造はオラテックス分散高温シー

ル接着剤で塗らなければなりません。右側の胴体のカバーリングにアイロンをかける前に、左側の胴体に胴体

のカバーリングをフィットし、フレームが写されるようにします(図52)。絹目状フィルムが乾燥した後、前か

ら後にアイロンをかけます。胴体の難点もフィルムでよくカバーできます(図51)。右側のアイロンかけがおわ

り、ヒートガンでフィルムをシュリンクさせます(図53)。

Bowdenワイヤーを補強するもう一つの方法は、ネジで留めた二つのアルミニウム片を付けることです(図54)。

非常に難しい場所もオラテックス・フィルムでよく仕上がります(図55/図56)。

垂直安定板のリブをまだ縫わなければなりません(図57/図58)。

胴体の両方の横の部分の下面と上面のカバーリングは、場合により、少なくとも10cmの防火壁をアイロンで

かけることもできます(略図4)。

垂直ラダーはすでに縫われ、最後に継ぎ目をオラテックス装飾バンドでシールします(図59/60)。作業法にき

ちんと従えば、カバーリングの成果は同じようになります(図61)。

11. バルサ構造のカバーリング

ここではバルサとミックス構造をカバーリングする方法を示します。ZEPHYRのフラップをデモンストレーシ

ョンのモデルに選びました。このフラップの特殊性はミックス構造です。つまり機首の外殻が通常のようにバ

ルサだけでなく、ガラスファイバー強化プラスチックが使用されています。この材料の場合柔らかくなって形

が崩れたり、ラミネートが破壊されたりするのを防ぐため、アイロンの温度が100度をこえてはいけません。

この例の場合、フラップは新しくカバーリングされ、機首の回りがカバーリングされないオリジナルカバーリ

ングとまったく同じです。図65と図68の切断マーキングの黒い線を参照ください。

フラップは幾何学的に平行の構造なので、ここでは特別な点をデモンストレーションします。カバーリングフ

ィルムは1枚で、つまりフラップは継ぎ目なしで後縁の回りにカバーリングされます。
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やり方：

フラップは適当に大きなオラテックスUL600の内側におき(図62)、フレームを鉛筆で絹目状フィルムの上に写

します。その後、フラップを後縁で折り返し、フラップの反対のポジションも絹目状フィルムに写します。

このようにマーキングされたフィルムがフレームに付く面に、オラテックス分散高温シール接着剤を塗りま

す(図63)。構造にも同じく接着剤が塗られます（図64/図65）。

フラップの接着剤が完全に乾燥してから、絹目状フィルムの内側のマーキングにポジションします(図66)。

最後に後縁の回りに絹目状フィルムを巻き付けます(図67)。

図68には、機首の外殻の上部と下部に記された切断マーキングの黒線が見えます。カバーリングフィルムは

両側を、後縁から機首の外殻にむけてアイロンをかけます。アイロンをかける前に絹目状フィルムの上面と

下面を手で同時に引っぱり、フィルムで覆われたフラップを後縁にプレスし、フレームに絹目状フィルムが

シワなしで置いてあるようにします。それから後縁から約90-100度でアイロンをかけます(図69/図70)。アイ

ロンの後、上部と下部の切断マーキングの縁の仕上げをします(図71)。この時下地を破傷しないように気を

つけてください。リブが接着する部分の横に出ている材料にアイロンを掛けます。この際、曲がっている部

分のフィルムに切り込みをいれます(図72)。

最後にリブの形をオラテックスUL600に鉛筆で写し、最終のカバーリングの形がわかるようにします。リブが

接着する部分とマーキングされた絹目状フィルムにオラテックス分散高温接着剤を塗ります。接着剤が乾燥

図 67図 66図 65

図 70図 68

図 73図 72図 71
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した後、絹目状フィルムを約1mm小さくカットします。これをリブにき

ちんとポジションし、リブのカバーリングの外側の間隔がリブ縁にシン

メトリーになるようにします。それからリブ縁が接着する部分のカバー

リングにアイロンをかけます。

カバーリングは最後にヒートガンでビンと引っぱり、赤外線温度計で温

度をコントロールします。接着剤がシュリンクする時に熱くなりすぎ、

絹目状フィルムが熱い接着剤でずれないように、継ぎ目をボール紙など

で熱から守ってください(図73/74)。

12.  カラー

オラテックス UL 600には多様なカラーがあります。独自のカラーを実現したい方は、絹目状フィルムの上にオ

ラカラー・ラッカーシステムでラッカー塗りができます。

ガラスファイバー強化プラスチックやカーボン強化プラスチックをカバーリングする場合、これらの構造が破

傷されないように、明るいカラー(特にホワイトかシルバー)だけを使用してください。太陽光線に直接あたる

面が暗いカラーであると、非常に高い熱が発生します。(製造会社にお問い合わせください)。
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SOLE MANUFACTURER: LANITZ-PRRENA FOLIEN FACTORY GmbH
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インターナショナル証明書
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インターナショナルの販売活動は東ヨーロッパ、特にロシア市場に集中しました。ロシアでは大規模なテス

トや検査の後、軍事航空機と民間航空機の許可を得ました。イージープロットはマッハ4.18の超スピードま

で許可され、マーキングだけではなく、飛行機の全体のカラーにも利用されています。



研究・開発・品質コントロール
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オラカバのカラーチャートには、全部のフィルム

品目（全部オリジナルカラー見本）が含まれてい

ます。1部11ユーロに郵送代(ヨーロッパ外は8ユー

ロ)がつきます。

オラカバ
        - カラーチャート -

オラカバは会社のCTSW(ウルトラライト飛行機)で、

250 km/時間の飛行スピードの性能と特性のテストを行っています。



Pilot ‘s 
       corner

Inside leg/
inch

Waist/inch

32 34 36 38 40

32 32 R 34 R 36 R 38 R 40 R

34 32 L 34 L 36 L 38 L 40 L

36 32 E 34 E 36 E 38 E 40 E

Airborne – outdoor trousers
Comfortable fi t, stretch cotton, practical pockets, adjustable, diff erent!

Available in charcoal and brown, various sizes.

0805 Airborne-Outdoor charcoal    129,00 € each

0806 Airborne-Outdoor brown       129,00 € each
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Airborne Jeans
Five-pocket jeans with Airborne motif, weftstretch fabric for freedom of movement .

Available in black and blue, various sizes.

0807 Airborne Jeans black     89,00 € each 

0808 Airborne Jeans blue   89,00 € each 

mens-airborne.com  |  pme-legend.com  |  corneliusbraun.de  |  m-e-n-s.com

m ofof mmovovo ememmmmeneeneentttt ..

t!

omomomommmmmmmm

When ordering please note: the order number is made up of the colour number and the 

size in the measurement table e.g. 0806-38L
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    Airborne: 
Adventure, passion, freedom

      Committed to fl ying!
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Airborne Polo
Fine cotton, with zip and breast pocket, various colours

(black, navy, ruby, white), various sizes.

0809  Airborne Polo   44,90 €  each

Document case  „airborne“
32 x 19,5 cm, sturdy velcro fastener

2 large inside pockets, additional inside zipped 

pocket, pockets for business cards, pen holder 

including pen.

0803 19,90 €  each

Keyfob
“airborne – remove before fl ight” 

0800  4,90 €  each

Basecap “airborne” black

Adjustable, normal size 58 cm

0801  9,90 €  each

Adjustable, large 60 cm 

0802  9,90 €  each

LED fl ashlight 
 “m.e.n.s.“ 

0804  8,90 €  each

D t i b “

Pilot’s jacket “PME legend”
Leather, black, with lambskin collar, various patches.

0810  389,90 €  each

Leather, brown, with lambskin collar, various patches.

0811  389,00 €  each

Size black brown

M 0810 M 0811 M

L 0810 L 0811 L

XL 0810 XL 0811 XL

XXL 0810 XXL 0811 XXL

XXXL 0810 XXXL 0811 XXXL

Colour

Size

48 50 52 54 56

black 0809 010 1 480 0809 010 1 500 0809 010 1 520 0809 010 1 540 0809 010 1 560

navy 0809 030 1 480 0809 030 1 500 0809 030 1 520 0809 030 1 540 0809 030 1 560

white 0809 001 1 480 0809 001 1 500 0809 001 1 520 0809 001 1 540 0809 001 1 560

ruby 0809 070 1 480 0809 070 1 500 0809 070 1 520 0809 070 1 540 0809 070 1 560

             

M L XL
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Important note:  All products from “Pilot’s Corner” are only available directly from us and not through 
our retailers. P & P starts from 8,90, varies from country to country. Please enquire. Be aware of 
customs.

Anzeige Lanitz UK.indd   3Anzeige Lanitz UK.indd   3 19.01.2010   16:37:47 Uhr19.01.2010   16:37:47 Uhr



模型飛行機用製品の供給は専門店を通しています。 日本代理店：

ヨシオカモデルファクトリィ大翔, 高知市萩町1-1-19, 電話：088-833-3511(代), ファックス：088-833-6894, Internet: www.rc-yoshioka.com,

E-Mail: model@rc-yoshioka.com, 技術的、または供給の可能性についての質問は直接お知らせください。 LANITZ-PRENA FOLIEN FACTORY GmbH, 

Am Ritterschlösschen 20, D-04179 LEIPZIG, Tel: +49-341-44 23 05-0, Fax: -44 23 05-99, Internet: ORACOVER.de, E-Mail: Info@Oracover.de
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®ORACOVER
...simply the best...

®ORACOVER
...simply the best...

Finanziert aus Mitteln der

Europäischen Union und des

Freistaates Sachsen.




